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北海道十勝における大規模畑作農業の維持基盤
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I はじめに

1 -1 I~I 的

北海道トJJ券1) は， EI本最大の):111作地j或である. 2005:t1三時点、において， -I-)J券における耕地面積は

25.6万 haであり，北海道全体の 25%，全国の 5%に達する(北海道開発局荷広開発建設部 2006)

耕地問積のうち 99%をよ111が占めるが，その而積は北海道の 44%，全国の 12%に達する. また.十IJ券

の農業生産額は， 1990 年代を通して 2500億円前後で推移し北海道全体の約 4分の lを占めてき

た.北海道農林水産統計年報によると， とくに 2004年の農業生産額は， 2640億円と過去最高になっ

た 主な農産物とその農業産出額は， ):111作物では，麦類 (339億 j司)，工芸作物 (303)，イモ類 (256)， 

野菜類 (220)，豆類-雑穀 (160)であり，否産では，乳用牛 (877) と肉)=I=Jl:l二 (246)であった なお，

工芸イ'I::q却のほとんどは 製糖原料となる甜菜(ビート)である

十JJ券の農家数は， 2005 i:1三時点において 6740戸であり J支局ミ一戸あたりの経営耕地問積は約 36ha

である これは，北海道平均の 2倍以、一仁全国平均の 16倍以上の値で、ある.専業(:1']なj主家の割合が
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高jし3ことに特徴があり，主業農家-準主業農家が全農家の 95%に達する(北海道一ト勝支J=J-=2006). J支

家あたりの農業生産所得も高く， 2000年農業センサスの販売金額規模別農家数では， 3千万円以上に

i玄分される j支局どが最も多く，次いで 2 千万円~3 千万円に i豆分される農家が多い. とくに販売金額が

l千万円を超えるi史家の割合は，日本の平均が6.2%であるのに対してートj跨では 86%に達する.しかし，

炭業就業人口は年々減少している 2004年時点の農業就業人口は 20.760戸であり，そのうち 39.5%

を60歳以上が占めている.農家戸数もまた， 1980年には 11，705戸だったのが， 1990年には 9，954戸

となり， 2005年には 6.740戸まで減少した (:ltdiJ:道開発局帯広開発建設部 2006a). このように大規

模な畑作農業が展開する+J傍であるが，今後も農業経営が持続的に存続していくためには，いくつか

の諜題があるのが現:1:)とである

本稿では，十勝のなかでもとくに帯広市に注目して，大規模知的三農業が維持される地域的基盤と今

後の課題をIlj=jらかにしたい.その際， とくに注目するのは，統計資料，史料，土地手IJJ=!=J，栽培暦，農

業経営のモデル，農業政策，農業経営の実態なと¥大規模1:I1WI=農業を支える地域的な基盤とする ま

た，このような総合的な視点からの分析によって，大規模畑作農業の維持基盤ばかりでなく，地域文

化，食育，地主It教育，農業経済，炭:1サー計画iなどに関する複数の分野へ基礎的な資料の提供も目指して

いる 現地調査は 2006年 7月に実施し，とくに，畑作農家へのlirJき取り調査(市広市川西地区)，お

よび¥帝広'm"J実務部， ト JJ券支 Jl-:: ，北海道 1~ IiJ 発局， )11西農業協同組合での資料収集と lirJき取り調査を重

視した

1 -2 従来のj引先

これまで農業経営学や農業経済学なととの分野によって， +JJ券の大規模1:1J1作の経営的な特徴や問題点

を指iiNiした1iJI:究が多く蓄積されてきた.その主要なli)f究を概観すると， まず，加瀬(1989)は，大規

模・専業JUlf!::に特徴づけられる十勝を対象として カントリーエレベーターやコンパインなどの大型

機械-施設の組織的運営の特徴と諜題について， とくに芽室IIITと土IIJjtlllTの小麦生産の事例に注目しな

がら解説した.マメ類やイモ類のクリーニングクロップとして導入された小麦で、あるが，その作付面

積は 1980年代から増加をつづけてきた.小麦の作付面積が増加した要因として 価格支持制度にも

支えられた高収益性と，収穫・乾燥システムによる省力化があげられる. とくに小麦の作付酪積が

4000haを越える芽室IIITでは，集落内のサブ施設と農協の乾燥センターの 2段階の収穫・乾燥システ

ムの導入により，多くの収穫物を扱えるようになり，小麦の収穫期間の短縮と新しい品種への統ーが

いち平く進行していった実態が明らかになった.

平石 (2003b) は，経営耕地と作物別作付面積の違いから作業限界を検討し 機械費用からみたよBJ

作経営の問題点を検討した その結果，十勝地域の大規模畑作経営では，経営耕地規模 50ha以上に

なると，小麦に代表される省力作物に重点を置いた作付構成をとることが明らかになった また，大

型の農業機械・専用機械の導入により，面積あたりの機械費用の低減率が小さくなることから，現

時点の家族労働力を主体とした農業経営では，複数作物の耕作限界は 50ha程度であるとした.また，

平石 (2003a) は，十勝の農家への実態調査にもとづいて 経営耕地規模の拡大が経営全体の費用低
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減と収主主伯ニ向一!こに与える影響を指摘した. その結果， 25 ~ 35haという平均規模の経営では，耕地面

積拡大による所得増加効果が 2.5万円 110aであるのに対して， 65ha 以上の経営では1.0万円 110aと

半分にもみたない水準になることが明らかになった.

徳 13::1 (1997) は，+勝の大規模畑作地j或を事例として，北海道j是業試験場1:1T!ff:1iJI究センターの資料

をもとに，家族農業経営の存立構造の問題点を解明した.その結果， (1)自己資本利子と自作地地代

によって家族農業経営が支えられていること， (2)大型機械化による作業の省力化が咋立したとはい

え，農作業の季節!日]の繁閑は解消されていないこと，そのため， (3)年間の労働受容量を拡大してい

くことで労働所得を高める必要があることを指摘した

定本-平井(1991) は，十JJ券平野における畑作物の輪作体系と農家経営の経済性の実態を，本~Jj llrr

の農家へのlil'Jき取り調査から解明している この研究では， 1990:i'I三時点において， 自立経営(年i的

所得 1000万円以上)として存立できる経営耕地面積の下限は 30haであるとされた そして，その規

模以上の経営耕地になって，目1:1菜，馬鈴薯，マメ類，小麦などを組み合わせた合迎iめな輪作体系が可

能になるとした.

一方で¥天野・八谷 (2002) は，十勝平野の1，IJI作j実家の作付け記録をもとにして， 1970年代以昨

のよHげF:輪作の変化と， 1990年代J;)J年の野菜類導入の実態を報告している 約 20haの農地を耕作する

自立経営農家の事例では， 1980年代までtll菜，馬鈴薯，小麦という 3年 3作の輪作体系が採られて

いた. 1990年代に長芋を導入し甜菜一長芋一馬鈴薯一小麦，または ttl菜一馬鈴薯ースイートコー

ンー小麦というように野菜類を組み合わせた 4年 4作の輪作体系に変化した このように，耕地面積

が比較的小規模な農家で、野菜類が導入された大きな要因は， トラクターの高馬力化とプラウの大型化

にともなって畑作経営の省力化にある. また，長芋なとごのj宗根性の作物の場合，下層ゴこに燥が II.:I~I る Iml

場では栽培が不可能であるなど， I習場ごとの条件が輪作を複雑にしているという問題も指摘された

このように大規模な畑作農業が展開する十勝であるが，地理学分野での報告は少ない 2) 歴史地理

学教育では， LLi三i又(1997)が，統計資料，事例農家の農業経営，社会・経済的環境や農業政策なと¥

複数のお1点から十勝平野の大規模畑作農業の特徴を説明している とくに+JJ券農業をとりまく問題と

して，ート勝農業農業の人口構造と高齢化，担い手対策などの政策の後継者対策， 111命入農産物との競合，

農産物の加工と流通，革新的な農業機械の I~FJ~s，気象予報システムの導入などのテーマに言及してい

る. また，近藤ほか (2000) は， トJJ券のあるj是家のj農地利用を GlS(地理情報システム)をJ=FJいてfF:

I~Iすることによって，土地生産力の分布とその経年変化など 多様でl彰大なデータ処理と地図上で、の

解釈が容易になることを示した.

以上のように，従来の研究では，大規模機械化作物の輪作体系，農家経営 大規模化などに関し

て， とくに経済的な視点から十勝における大規模1，1Jl作の問題点が指摘されてきた.本研究では，これ

までの経済的なテーマに限定して追求するよりも，地域という枠組みで総合的に地域をとらえる.具

体的には，地域の歴史，大規模化したよIJI作経営の実態，農家経営の詳しい実態，人としての農業経営

者，地域的な農業政策や後継者の1'/:11題などの複合的な視点である
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E 十勝における畑作農業

五-1 北海道における大規棋JIII作農家の分布

ここでは，炭業センサスの医分に従って， ):111の経営耕地面積が 30ha以上のf実家を大規模):111作農家

とする.第 1l::zlは，北海道において経営耕地面i積 30ha以!このj実家の分布を農業集落スケールで示し

たものである.大1Ji1.i突如何乍皮4 家は， ト H奈平日!}ゃ i1~ ~;JII t:i地に集iいすることカすわかる.経営耕地出積規

模 30hat:J、 1'，のj史家が 10illf JJ、!二ある農業集揺がある支J'fは，恨主 (71集務)，十勝 (51)，網走 (39)， 
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宗谷 (27)，}}II路(16)，留萌(15)，El 高 (1)，Jjg振(1)，上}II (1)である.根~ÐII台地をはじめとす

る根室，および¥宗谷.Mllli宅-器研における畑作は，ほとんどが牧草の面干i有である. これらの支庁では，

夏に濃霧が多発して気温iが高くならないことなとごから，牧草以外の):111作物の作付加積は少ない.一方，

十JJ券と網走では，麦類， イモ類，マメ怒L工芸作物などの1:111作物の生産が!忍んである. これらの支庁

において，小麦，馬鈴薯，豆類， jf;IJ菜は， JllI作 41日と呼ばれる主要作物である 1iJIヲE対象とする十勝

支庁において，これら1:/11作 4III~!I の作付加績が 100l1 a を越える!日-rIJIHTi;;j"と農業集務は次のとおりである

(1)麦類:吏j)1j村(農業集落名旭i亙，香川区 2，北吏;)IJI玄.吏 jJ Ij束 r~: ，東栄 i三平和 i玄)，音吏 IIIT (1:1~1 

葉，北駒場，大!白東士お元林・ ~I ヒ)， J 11 T!lHJ CIヒ広Y!}，大工IZ，*美栄， T-tLI二帯広) 大:II村 (JJ、平

第二， ))[1賀，東)，幕。 ~IJIIIT U日ijll主i仁IJ央，新JII.誠手[1)，中札内村. (常1広東戸蔦)，本)JIj111]ー(美 ll~)JIJ Ts:j) ， 

芽室JIIT(共栄)

(2) イモ類:吏別村(農業集落1:1:)巴区，香川区 2，吏jJIj東区，東栄!三平手[11互に JJI西村(北広野，

大工IZ，京美栄)， 大:I[+:J'(tJ、平第二， 加賀， 束)， 1:1:11:しiブヲ村 (新生， 常fi; 仁i吋U札 束戸蔦r1南持常常，盤)，

幕z別仰Ij引j日i問!討町iりT(ω弱新;行j川i日1.誠和)， i主川浦抑n市市i口炉iドi幌i幌毘刷4村;守:1'01珂i日別5ヨり)， 二ゴ士iとごi幌l持院閥;晃尉E引引JI問!討町Ir(仔王司平IZ弓手和i日ω]υ)， ブ大丈樹4←村、〈司:1' (は耳束ミ羽叩手布和1:日ω:1リlけ)， 仁i

栄)

(3) マメ先類~1 更別村村.(心f農3支ミ業集落名 : )旭』邑凶1引lリj区豆' 香j別i刊11区玄 2 吏臼引別iリj東!豆豆' 東栄!区玄)， 1仁ベ:千干ヤi下い:1吋11:しi内ブ有ヨ刊1村村せ寸. (弱新新r竺ιEヨ生i色ミ' 常常.幣'

仁i吋

(何4)]工仁:芸イ作?乍Z物:寸仁4中i十ド二1吋'1:しi内有4村村サ寸.(弱新新rι3生三'常総， 1:IJ1tl有， 東戸蔦， 荷常雄)， 吏~Ij村 (旭区， 吏日IJ東区.東栄区

平和)，音更IIIT(柏葉.東士手}，元林・北)， J 11西村(~Iヒ広野.大平)，大:îIi:J (力11賀.東)，朝日(;rIi 

11I晃村上士111;t11lT(平和)，芽室IIIT(共栄)

また， 2004 il三時点において， +JJ券支r'{の市IIIT村日Ijスケールで作付面積または収穫量:が日本一位の

作物は市)1~m'の fit1菜 (3720ha ， 27.4万トン)，馬鈴薯 (3530ha:作付面積のみ)，ナガイモ (439I1a，

1.575トン)，一音更IIIJの小麦 (7400I1a，4.0万トン)，小豆 (2230ha，6560トン)，大豆 (1180ha，3480 

トン)，ブロッコリー (124I1a，928トン)，芽室IIITのスイートコーン (882ha，1.3万トン)，吏;)IJIIITの

いんげん(1070I1a，3100トン)である(北海道十勝支庁 2006)

II-2 十JJ券におけるよ111作物生産

十JJ券の1:111作は，小麦.馬鈴薯，豆類， jf;11菜，飼料作物で全作物の作付面積の 94%を占める (2004i:1三)

これらの作物のなかでも，作付面積が全IIIに占める割合が高いのは，インゲン (77%)，剖菜 (44%)， 

小豆 (42%)，馬鈴薯 (33%)，小麦 (26%) である(北海道131g3全局帯広開発建設部 2006a) これら

の作物は， -I-JJ券のよ111作物 4， I~~， I~I と呼ばれる.ここでは，北海道十勝支r=T監修 (2005) ，北海道十勝支

庁 (2006)，北海道開発j弓;帯広開発建設部 (2006a) をもとに， 2004年時点における畑作 4品目の生

産の特徴(作付面積 収量，品種， UJ荷先)を述べる

十JJ券における小麦の作付面積は 44，700ha (2004年)であり 前年よりも 600ha増加した 全道の

小麦作付面積に占める割合は 39%であった.収穫量は 244，700トン， 10aあたり収量は 547kgであり，

fI:: ?J[. i旨数は「良jであった.小麦の品種は， 1997年以i年，チホクコムギから，成熟期が早く多1[又性
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のホクシンへの転換が進み 現在ではほぼ 100%がホクシンである この品種は，主にうどん向けの

小麦粉に製粉される.十勝産の小麦の多くは，生産地区内にある集荷・乾燥施設(エレベーター)で

乾燥処出された後，広尾町十勝港にある度二協の貯蔵施設に輸送され，そこからパラ積み貨物船によっ

て都府県へ出荷される • l:U持先は，関東地方が約 5割，東海:・中部-近畿方面が約 3割である

出i菜の作付Tm積は 29，800haであり，全道に占める割合(作付面積)は 44%，収穫量は 209万トン

と過去最高を記録した. 10あたり収量は 7040kg，根 i仁二千干判i十:

だだ、つた. 部郎i菜の主な品右租種fIの害割リ合は' えとぴりかが 35%，アーベントが 16%，スコーネが 13%であっ

た. iliH菜1Ji!fの製糖工場l之芽室lHTのE:!本吉li菜糖業芽室製糖所 清水IIITのホクレン清水製糖工場，本日Ij

IIlJの北海道製糖本JJIJ製!均所で、ある.砂糖の生産量は， 日本部i菜糖業が 208，098トンで 3工場の 59%を

I~î めた.製糖工場における活11莱の裁断HJ3IM} は 10 )11:1:1句から 4丹上旬であり，製糖期1M}は 10月上旬か

ら4月上旬(日本精t1t:iは 6月下旬)までである.部j'菜1W!iは家庭用甘味料のほか，チョコレートやケー

キなどの洋菓子類の原料として販売される

十勝におけるマメ類の作付面積は 28.148haであり，全道に占める割合は 41%である. lOaあたり

JI)(量は，大豆が287kg，小豆が 198kg，手亡が326kg，金11寺が232kgであり，作況指数はすべて「良jだった

大豆の作付回積は 3，450haであり，収穫量は 9，880トンであった.大豆の粒径別品目の割合は，大粒

騒が 25%，1=1:'i主主uIが 35%，小粒種が 4%，黒大豆が 36%である.主な1211種は，イワイクロ(黒大豆)

が 20%，音更大手111 (大粒経)が 18%司ユキホマレ(大粒種)が 15%， トカチクロ(黒大豆) 13%で

ある 大粒種は煮豆などの料理の食材用に販売され， I~:I粒種は豆腐味噌，醤;11，なとごの加工izl用とし

てl坂売される

小立の作付面積は 13.600haであり，収穫量は 40.500トンであった.小豆のiJiE見i

ズが 67%，きたのおとめが 2お8%でで、あり' これら 2つの♂品l種で、 9害割IJlιU以J孔J，、u一j上iヒ二を i占主主iめる. -!-JJ券産の小豆は品

質が良いことで知られ，和菓子の製給原料として販売されることが多い.なお，十)J券で、は小豆のこと

を「しょうずJと11乎ぶ.いんげんの作付加積は 8.370haであり，収穫量は 21.300トンであった イン

ゲンのi弘磁は，大正金11寺が 37%，福JJ券が 29%，雪手亡が 18%である. )支が赤色の金11初演は煮豆;:I=Jと

して， )支が白色の子亡先~I は，:;::，飴rFJ として主に販売される

馬鈴薯のflミ付TrüH引ま 22.600ha であり，収穫量は 91 万 l 千トンであった}~~鈴薯の作付面績は減少

傾向にあか前年にくらべて 700ha減少した 全道の馬鈴薯作イす面積に占める割合は 41%である

10aあたり収量は 4040kgであり，作況指数は「やや良Jであった.馬鈴薯の主なr目途)JIjII~II I~I の割合

は， !:Jミ食用が 28%，加工YFJが 35%，でんぷん原料用が 26%，種子.mが 11%であった. また，主な品

種の割合は，で、んぷん力n工用のコナフブキが 25%，力11工用のトヨシロが 23% 生食J:I=Jのメークイン

が 19%， ~I: 食 nJ の男爵が 11 %であった 加工用)!!~鈴薯の販売先は約五市のカルビーポテト株式会

社(主な173j!日:じゃがりこ，マッシュポテト)， J A士IIJ}tIIlJ(ポテトチップ，フレンチフライ.コロッ

ケ，ポテトサラダ)，芽室'11]'の JAめむろフーズ(ホールポテト，ハーフカットポテト，じゃがノてター，

フライポテト)，吏 )jiJ村の吏日 IJ 食 111~11 (フレンチフライ，カットポテト ポテトピザ)などである

なお， Jlll作 4III~II I~I 以外であるが， 1990年代仁11頃から作付面積が増加を続けている作物として，ナ
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ガイモがある.ナガイモの作付面積は 1420haであり，全道の約 7割を占めた.十勝産の長芋は，本

ナHで通年的に販売されるほか， 1999年からは続二大サイズを i中心として.台湾をはじめとする海外へ

もllliIiiI[~U されている

豆一 3 調査対象地域の概観

北海道東部に位置するト勝支庁は， 2007年 1月現在， 1市 16IIIT 2村で構成される.支Jl-=域の西部

と北部は，それぞれ日高LU)JJ長と大雪山系により上)11， E:J i高，網走の各支庁と i玄切られる.東部は白糠

丘陵を介してMllli~名支庁と接し南東部は大西洋に接する.総面積は約 1 万 i 千 10112 であり，北海道

の 13%を占める. これは，新潟県とほぼ同じ面積であり，北海道 14支庁の中で最も広い.なお，-j-

JJ券とほぼ問中削支(:1ヒ結t43度)にある外国の主な者I)iliにはウラジオストク，ウルムチ，フイレンツエ，

モナコ， トロント，デトロイトなどがある

十勝は，太平洋岸を除いて大陸性気候にあり，夏季は比較的温かく，冬季の寒さは厳しい 帝広測

候所(海抜:38.4111) によると，年平均降水量は 920.4111111，il三平均気祖は 6.5
0

C 最寒月(1月)の平

均気混は _7.7
0

C， 最i援月 (8月)の平均気温は 20.0
0

Cである(1971il三から 2000年までの平均値).作

物の生育Wj(5 ~ 9月)における積算温度は 2442
0

C， 1峰水量は 539.5I11m，1ミi照時11o¥]は8621J寺!?りであ

る.年I'M]降水量は，北海道で、は網走支庁に次いで、少ないが，その半分は作物の生育期i習となる夏季の

降雨である.また，降雪の19J1=1が 11月 16日，終日が 4)'=J 27 13であり，霜の初日が 10月41::1，終日

が 5月21::1である 長期積雪は，初日が 12月61=1，終日が4月41:1である.年11o¥]1::1 !!何時間は 20161時

間であり，東京の 18471時間，札幌の 1775時間よりも長い. rJJJ也や海岸に近づくほど1=1!~何時間が少な

くなるため，北部.ilIi部の山麓音1$または南部の沿岸部で、j路農経営の割合が多くなり，平野部では耕種

i実業の面積が広くなる傾向がある.ート勝平野において，羽1:種農業が農業産 Ij~1額の 6 割以上を占める市

IIIT村は市広市，芽室町，更別村，幕~Ijurr，音吏11IT，池日3111Tである(北海道開発局帯広開発建設部

2006a) 

十勝では，春先には日高LUJJJ長を越えた吹く強風が，フェーン性の乾燥した気候を平¥L'1'部にもたらす

この季節風は，かつてプラウをヲ i いた農耕三I~~の時代に，馬糞を吹き飛ばすほどの強いj武だったために，

í}!!~~I~風J と呼ばれた.夏季の海岸部では海:霧が立ちこめて!ヨ仁1:1の気温があまり上がらないが，内陸

部では比較的高温の日がつづく 1924 (大正 13)年に帯広で記録された 37.8
0

Cは，北海道の最高気

温である.秋季から冬季にかけては降水量が少なくなり，積雪も多くないことから，農作物が地下凍

結の被害を被る年もある.なお，帝広では， 1902 (明治 35)年 1丹に -38.2
0

Cという日本で 2番!ヨに

低い最低気温を記録した

十JJ券エIZti]Jの1=1=1央を流れる-I-JJ券)11をはじめ，その支流である札内)11 音更)1 1，然~Ij)l l などの沿岸には

河岸段丘が発達している 十勝平野の土壌の約 60%は，乾性型クロボク土や多湿クロボク土などの

火山灰土で、ある 前者は，乾燥地に火山灰が堆積したものであり，腐食含有量が少なく各経養分が欠

乏している 後者は，湿地に火山灰が堆積したもので，腐食含有量は多いが排水不良地となる 火山

灰土以外で、は， 35%が褐色低地土などの沖積土で、あり， 5%が十勝)11河口の泥炭土で、ある
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2005 ~q三時点における十勝支r='f-' の人口は 35754 千であり 人口密度は 32.7人Ikm
2である.そのう

ち，帯芯市，音更IIIT，芽室町，幕7J1jIIIJーからなる帯広圏の人口が 73%を占める.なかでも，亮;広市の

人口は 17万3千に達し 十勝支r=j"::の 48.2%を15める.花:広市における 2000年の産業百Ij就業人口の割

合は，第一次産業が 4.1%，第二次産業が 22.3%，第 3次産業が 7l.3%であった.帯広市の人口集中

市区は，面積が 4l.9km2であり，主な支r'j"所在都市からの距離は，針111路が 125km，北見が 176km，旭

川が 182km，網走が 190km，苫小牧が 196km，札幌が 21Okm，根室が 245kmである

第 2IZ:Iは J刻寸前査を実施した帝広子I=Iの市域を示したものである出:広市の標高は，ートJJ奈川の 30m

から戸蔦別(とったべつ)岳の 1959mの範囲にある 十勝支f'j"を構成する 17-rlllHTllはアイヌ語が起

源となっているが， 1;市広jの語源は， JlIが合流するという意味の「オペペケjである(北海道トJJ券

支J=r2006) 

o 100km 
L一一斗一一J

01Okm  

女小麦の集荷・乾燥施設

(メイン)

+ 小麦の集待・乾F燥施設

(サブ)

。市役所 欝富市街地

合空港 。山地

一一← 主な道路

=ー=鉄道

r、v主な河)11

第 2図帝広-mの位置

※小麦の集局・乾操施設は，

帯広川西農業協関組合の

範囲のみを示す.

;市広市管内 I~I 田市広 i歪i都市計画 I~I. 現地調査より作成
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E 帯広市における畑作農業の農関

m -1 131i拓からマメ景気まで

9!1妥夷の分領支配により十勝東部を割り当てたれたi引商務は， 1 ト勝 I~l~業方j を設誼し堀小ImJ;!I~を

責任者として 6戸 8人の開拓団を派遣した. 1870 (明治 3)年には，大麦や大n誌を試験的に栽培したり，

アイヌに耕作道具を貸し出したりして，農業をはじめたが，イナゴの襲来などの災害もあり， Wn積は

増えなかった.十日券の本絡 1'1<:1な I~m拓は，静岡県賀茂吉I~の依 EB勉三を中心とする I 1如支社J が開拓 I'II を

組織して市広に入植したことにより始まった l~éJ友子j:の依田勉三と鈴木銃太郎は， 1883 (1列治 16)年，

札内)11と常広川が合流する地域の開拓を札幌県庁に 100万坪の開拓を出頗し， 1885 (1明治 18)年に 3

万坪の開拓が許可された(帯広市 2003). I~é)支社は 50 年 11，1] に炭~~~I:地 6851l1]'と牧場 1580 111]'を拓き，数々

の事業を率先して行い，十)J券産業のjjjl動力となり， 1932 (昭和 7)年に解散している

1892 (1明治 25)年には，北海道庁による植民地i玄画が行われ，その翌年に十勝のJ]烈11'に碁盤目 ;1犬

の計画された市街が設計された.当時は，下帯広村とよばれた市街地外縁部には， ) 11 iLCi外二群各村・戸

長役場が置かれた 1896 (1明治 29)年からは，植民I:R価値の貸付.(植民地i豆町貸し下げ)が17似合され，

富U-I~~~や岐阜県なと\本ナ1'1 からの I~lg拓移民によって I~丹墾が行われた. 1907 (明治 40)年には，帯広

と旭川とを結ぶ根室本線がI~fl 通したことにより，生活物資や農産物の輸送がP=J j'l~]，化され，移住者が

さらに増加した. 1921 (大正 10)年には，帯広IIIJ役場が4万 7千円で建設され， 1933 (昭和 8)年 4

月 11引こは，道内 7 番目の市政が路行された(北海道十勝支)l~ 2006). なお，帯広市は， 1957 (昭和

32)年にJlIiLq村と大正村を合併して人口 9万 3干に達し，その後 10年間に 13万人まで培力nしている

(;帯広市議会事務局編 2005)

1914 (大正 3)年にはじまった第 1次世界大戦により，農作物は高騰し，とくにインゲン豆やエン

ドウ豆の生産・販売に関わる f豆成金jが現れた. この時代，青疏豆か熊本隠元豆をー俵つけて帯広

子存外に出ると， I~I米一俵のほかに所有の八斗樽と石1111二縦入一箱買って， まだ釣り銭がたっぷりきた

のだJという.当時， 1:1本のマメ類のili命出先は，イギリスを筆頭として，アメリカ， ドイツ， フラン

ス，カナダ，フィリピン，オーストラリアなどであった. とくにイギリスの鉱山では，スープの材料，

として日々の食卓に青腕豆が供給されたといわれる(帯広市史編纂委員会 1964) 十勝では，雑穀業

者はもとより，耕作者もまたロンドン市況やヨーロッパの作況に敏感に神経を働かせるようになり，

f豆屋気質jと呼ばれるようになった 第 l次世界大戦後の恐慌で、は離農するj農家が増加したが，産

業組合が設立されるなど，総じて大正期は農業発展の時代であったといえる(北海道十JJ9I支庁監修

2005) 

ここで，農村誠査を実施した)11西村における開拓の歴史を， ) 11 illi村役場(1956) をもとに概観する

)lli吉村一布:はウエカリップ(アイヌ諾で笹原という意味)と呼ばれた潤葉原始林であった 村の歴史

は古く，東蝦夷日誌によれば，徳川幕府藍lli害時代の 1858(安政 5)年 7月 13日に，蝦夷地探検の任

を受けて本道を踏査した 9!1!i夷地 1~11 拓御用掛の松?fItr武 1m自己が，歴舟にて大樹をへてこの地に至り，札内

)11下流の地を宿泊場所とした. これが)llï~ï~寸に和人の足跡を印した最初であり，その後，舟揖)1 1. -1-
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勝)11を遡って17ヨ地移住者がiqvr次帯広付近に増加するとともに 1895 (明治 28)年頃志賀県人の移住

するものがあった さらに， 1897 (明治 30)年に岐阜県からの団体 54戸の入植と共に，富山県，三

重県より団体移民が札内)11沿岸へ移住し初めて開墾に従事・定住し，依頼年と共に移住者が増加し

て今日に至った.当初は帯広外 11か村戸長役場の所轄で、あったが 1902 (明治 35)年 4月1日から

常広外4か村 u二帯広村，売買村，幸震村，伏古村)を区域とする大正村が分離した さらに， 1924 

(大正l3)年 2月 1Iヨには，札内)11と戸〕草加)11よりも}習慣IJの地が)11西村ーとなって北海道二級町村fl討を

施行しその後， 1838 (昭和 13)年 4丹1日に北海道一級11ITi;;Jーとなった.

亜-2 昭和における畑作物の変化

1930年代の十勝農家を描写した戯曲 f火山灰地jには， Iあれい，雪よ除けの車でないか，変わっ

た形だね， ありや・・・あんた， ほうれ， トラクタアだよ， もとどート工場にあった・・・ありやアメリカ

裂ですよJとあるように，すでに昭和代の初期に，アメリカの大農場経営方法が十Jmで、試験的に導

入された 1937(昭和 10)年に，北海道製糖株式会社(現在の1::1本甜菜製糖株式会社)が，部i菜の

増産を図る I~I I:I守で、ホイー jレトラクタ-25 台とイ~-Il近機械一式を導入したのである しかしその経営

は大きな成功にならなかった.本格的なトラクタ一時代が訪れたのは. 1960年代以昨であり， とく

に農家 1戸に l台のトラクターが普及した 1975年以降になると，農耕1:)=自のj誌は姿を消した(帯広市

2003) 

1937(昭和 12)年からの自中戦争や.1941 (lIfj和 16)年からの太平洋戦争により，昭和時代の初期には，

マメ類などの換金作物が作付制限を受けた 第 2次世界大戦i中も，労働力と農業資材の不足によって

畑作農業は大きな打撃を受けた.マメ類に変わって増産されたのが，麦類， トウモロコシ，馬鈴薯，

甜菜，亜麻，牧草なとぐの農産物と}~~であった.食糧増産政策ばかりでなく. Iヨ貨排斥運動のため，エ

ンドウ豆のヨーロッパ向け輸出が激減したことも栽培作物が変化した大きな婆顕である

第二次世界大戦後，緊急開拓計画と新規開拓農民によって十勝の農業は回復していった. とくに，

マメ類の作付面積は再び増加したマメ類の作付面積は. 1949年の 3775haから 1951年の 11，878ha

へと. 3 i:1三11，1]に3.1倍に増加した. 1954 (昭和 29)年には1111地部積の 67%に達した. とくに小豆の価

格はー俵 (60kg)あたり 1万円以上の大台に乗ることもあり，赤いダイヤと呼ばれるようになった.

1960年代後半からは，所得倍増および高度経済成長政策によって，農業と他産業との所得不均衡が

拡大し農家戸数が減少しはじめた 1970年代は，農家数の減少，後継者の不足，輸入農産物との

競合に対応するため，耕地の基盤整備や土地改良，経営の近代化による経営規模拡大，また，畜産農

家では飼養頭数の多強化が計られた(北海:道十勝支jT!監修 2005)

ここで， 1960年以降の畑作物の作付面積の変化を説明する.第 21;;gjは，帯広市で栽培される111l

111::4，見について. 1960年から 2000年までの作付面讃の変化を示したものである. 1960年代は，イ

ンゲン豆，小豆，大豆などの豆類が主な作物であった. とくにインゲン豆は. 1960年代の前半ま

で， 6000haを越える収穫面積があった 1970年代に入ると，インゲン豆と小豆の収穫面積が減少す

る.これらのマメ類に代わって増加したのが小麦である.小麦の栽培部積は. 1970年の 430haだっ
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第 3図 帯広rl'Jにおける主要畑作物の栽培茄積の変化

農業センサスより作成

たのが 1980年には 2580haと， 10年間で 6倍に増加した. また， 1960 年代後半から土器力J]した馬鈴薯

も， 1980年には約 2500haに地加した.このようにゆ80年を境として，最大の作付面積をもっ作物

がマメ類から小麦へと一変した. 1980年代に入っても，小麦の収穫面積は増加を続け， 1990 il三に

は 5711haまで増加した 一方，馬鈴薯と工芸作物([itl菜)の収穫面積は， 1980年代の後半から約

3500haで棋ばいになっている

N 帯広市における畑作農業の生産構造

日7-1 土地利用

1) ) 11西地区における小麦の集荷・乾燥施設の分布

穀作地域におけるランドマークとして，収穫された穀物を貯蔵・集出街するエレベーターの存在が

あげられる(斎藤ほか 2001).広い~11I地が展開する )11沼地区においても 10基のエレベーターがみら

れる(第 2図).これら川西地区のエレベーターは市広)11it1i農協によって管理される.収穫直後の

小麦には約 40%の水分があるが サブ施設に出荷されると水分含有量が21%に下げられる このサ

ブ施設での半乾燥処迎の後，小麦は帯広市西 22条南 1了jヨにある農協の西帯広事業所の大型エレベー

ターに運ばれ，本乾燥処理として水分含有量が 12%まで下げられる ) 11 [当地区の 10基のエレベーター

はサブ施設と呼ばれ im帯広事業所の大型エレベーターはメイン施設と i呼ばれる 各エレベーターの

ll[z:1ac処埋には，燃料として童話!が使用される

サブ施設には，小麦の集荷-貯蔵・乾燥施設だけでなく，農機具の格納庫も設置されており，大型

のコンノYインカ'{2 ~ 3台保管される. これらのコンノてインは 200馬力をJ也えるタト盟主主のものであり，



50 

1ïllî総は 2~3 千万円である.サブ施設を利用する小麦生産農家は ， J農協の集団乾燥の組合に加入する

小麦の収穫時期になると，組合員の臨場をサンプル誠査して等級を決定し水分が少ないi車場から}IIs[

に共向で収穫していく 収穫された小麦は，自家用またはチャーターした大型ダンプカーによってサ

ブ施設へ運ばれて，半乾燥処理される

)11 im j並区では，ほとんとごの小麦生産農家が小麦の収穫.l:U1¥tJ .乾燥作業を共同で行っているが，一

部には11~1~1jに本乾燥の水分含有量まで乾燥させた小麦を農協へ出荷する j是認どもある.これらの j農支是守家は'

小麦のfl付i

I取i収文り4扱致う量が多いことカか、ら， コンバインなとごの大型i収i仮又穫機械やi乾;吃吃i燥言呆h施設への投資が可可'r能;泡色になる {後麦者

は'近年にj路j長から小麦へと転換した良二家である場合がほとんどである. これらの農家は，既存の共

同出荷部会に新規加入するよりも， I~I らが乾燥施設を所有して農協へ直接出荷することを望んだ な

お出:広)11 i!Ii農協の部会には，小麦音15会，馬鈴薯部会，積子馬鈴薯部会，豆類部会，一般疏菜部会，

長いも部会， ダイコン部会，畜産部会， litl菜対策協議会がある

根室本線高広!択の凶器iにある)III垣市広事業所(メイン施設)には，小麦の予備乾燥施設(施設数:6棟，

収容量・処~1日能力: 7556トン)，ノト麦パラ保管サイロ (24基， 11，400トン)，本乾燥施設 (5棟， 155 

トン 111寺)がある. また，マメカ~lの出荷すl'J:成 }Ijf (2棟， 5138トン)電光選別機 (3系列， 9760トン/年)，

小袋詰工場(l棟， 57，250袋 11:1)，馬鈴薯の低温貯蔵庫 (2材!， 4100トン)，食j有馬鈴薯選j)1j工場(l

4涼， 58トン/日)も併設される

第412:1は， ;iTI:}Liliの農業集落界を示したものである 帯広市の!日市IIIJ村における農業集落数は，

}II西村が 56であり IEI帯広市とブミ正村がそれぞれ 24である.本稿では IEI)II西村の範囲を;治広市)11

i!Ii村とする. ) 11 im地区の耕地は，襟高約 90~ 250 111の範1211に分布する

第 i 表は，土地利用のサンプル調査を実施した )11~ï地 i玄を対象として， J農業集落における販売農家

の民家数と経営耕地問桔を示したものである.第 412:1と対応して，番号が大きいほど市街地から離れ

た出世i部の農業集落となっている. これをみると J.長家あたりの経営耕地面積は，南西部ほど高くな

り， 30 ~ 40haの規模になる集落があることが分かる.また 農業従事 150EI以上の農業就業人口の

割合も， rHE百古15のj是業集落ほど高くなる傾向がある

2) )IIE引出区における土地利用

第 5@aは， }II 西地区の北東部，市街地に近い地域の土地利用を示したものである.土地利用調査

の実地日は， 2006 ilニ7月61:1である. 12:1復の範ITIIは，開拓道路のTm1線， Tt1:i 3線， 14号， 15号にITII

まれた地域であり，海抜は 100~ 110111で、ある.これは， 300 1M] (545111)間隔で交差する碁盤白状の

開拓道路によって，正方形に区切られた区画の 2つ分に相当する. この正方形のi豆画は， 500111を越

える長さで[I玖を切ることが可能であるため，大型機械で、の耕作に適している. この範囲で栽培されて

いる主な作物は， Ï[li ;f立の広し \}II['[ に ;~II 菜.小麦，ジャガイモ(力11工 ):I=J) ，ナカ、、イモ，小豆，ジャガイモ(生

食)l'J) である 区画の数が多い)II['(では， lill菜，ジャガイモ(加工用)，小麦とナガイモ，小豆とジャ

ガイモ(生食)l:J) である. 30011¥]道路で正方形に区切られる-区画では 545111の長さで畝を切るこ
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<1日川西村〉

仁幸一 K. ~実 ¥}¥ /，f、_/ h.警交 S.共進

。上途別北 L東和 ¥、/...，""，，.-.. ' .... 一一ヘー..."-，，，---"-北部 t新生
E.加賀 M.以平第二 R.戸篤 、 <1日帯広市> j.l区 u.36区

F上途別西 O.越前 S.戸蔦高台 d.中急 k.吊葱 v.38区

G.上途別南 P. ~圭 T.幸福 V.東幸福 X.中戸蔦 b.32区 1.33lR w.旭ケ丘

H.上途別東 Q以平第三 υ.中幸掻 W.上以平 Y.大和 c. 30区 m.34区 x.40区

第4図 ;市11:市における農業集落

2000年世界農林業センサス・農業集落カードより作成

ともできるため，大型機械の耕作に適している

第 51~1 bは， JII itJ:i地区の北東部， 1::1高山JJJ長に近い地域の土地利用を示したものである.土地利用調

査の実地日は， 2006年 7月7EIである. I~J復の範ITII は ， m~1右道路のïLEî 1 kJR，国 3線， 40号， 4]号に

IIHまれた地域であり，海抜は 195~ 210 mである.この地域で栽培される主な作物は，面積の広い}I慣

に小麦，部!菜，ジャガイモ(加工m)， 大豆，小豆，ジャガイモ(種子用)である !豆郡の数が多い

JiWIでは，小麦，甜i菜-大豆，ジャガイモ(種子1=1=1)，小豆，ジャガイモ(加工用)である.このように，

日高山脈に近くなるほど，耕地の区画が大きくなり，小麦の割合が高くなることがみてとれる

ジャガイモは，調査H寺点で赤い花をつけているものが生食用のメークイーンである. また，花がiさ!

くて葉がキIJI し、ジャガイモは，ポテトスナックなととの原料になる加工用の品種で、ある.種子)~~ジャガイ

モの臨場には， *111菌の進入を防ぐために，部外者の立ち入りを禁止する看板が立てられている 大豆

と小豆の速いは，草丈から判7JIJできる.調査を実施した 7月上旬において，大豆は 15cmほどに成長
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第 1表 帝広市)11西地j茎の農業集落における農家数と経営耕地面積

販売i匙 農業就 経営耕 販売農家 貸付耕地 トフク

暴行戸) 事長人口 農業従事 i興業就業 地部積
作付面積

あたり経 面積 ター

番 (ha) 営耕地 (ha) 5上01(351J、
ウロデ

集落名 150 日以人口 60

表類 I'ん (ha) 
上の:説会 議以上の

(0/0) 割合(0/0)

5東'iJIj)奇 8 26 31 50 124 50 17 16 19 17 16 12 

7 IJニ稲i王i 7 23 74 43 115 36 5 20 21 11 16 5 11 

8下Jllilli 7 15 100 47 110 36 7 26 24 10 16 。 11 

9第二中別府 10 26 85 35 174 45 35 6 12 22 17 5 25 

10 第一 1'1コ別府 9 21 81 52 148 73 13 6 33 21 16 。 14 

12 JIIiJ_4 6 16 69 44 105 42 。 8 13 9 17 。 15 

13 7JIj}符 17 49 65 41 313 105 62 39 56 46 18 2 34 

14 新生 8 19 63 21 113 34 7 20 5 21 14 。 16 

15 南JlliL4 8 26 85 27 125 42 19 28 13 21 16 。 20 

16 fti基松 13 42 76 29 409 44 44 36 36 80 31 4 25 

17 西豊百 9 22 82 23 220 68 34 13 38 31 24 。 26 

18 東i豊百 8 32 69 34 231 56 46 37 51 18 29 。 22 

19 本捜部 10 33 79 36 228 17 8 36 8 11 23 5 19 

20 7十7堂西 8 20 80 55 137 36 25 35 20 19 17 1 17 

21 北基松 18 66 77 36 415 175 81 22 71 63 23 l 63 

22 東富士 17 48 77 42 370 101 63 68 58 13 22 17 41 

23 Iード富ゴご 7 25 68 44 224 63 38 22 21 6 32 。 16 

24 南富士 17 58 67 34 488 156 70 83 73 33 29 。 59 

25 北上;市広 6 18 61 50 135 48 51 9 20 。 22 21 12 

27 東上;w，広 9 33 61 33 342 122 77 33 69 。 38 。 35 

28 西富士 7 22 64 50 237 91 46 29 33 5 34 5 22 

29 京美栄 16 59 68 27 492 112 110 76 98 30 31 。 55 

30 東法)11 10 31 90 32 286 81 61 50 62 21 29 13 26 

31 荷上;信広 16 53 94 30 529 160 97 50 85 12 33 。 55 

32 i呂美栄 12 43 91 37 362 88 78 41 74 24 30 14 40 

33 ゴヒ行lfJlI 8 23 78 30 219 62 45 21 52 10 27 20 24 

35 ;1ヒrtWJ 20 67 82 31 645 120 127 124 119 36 32 12 73 

36 :日JおlfJl1 12 41 80 29 402 127 85 70 88 15 34 5 37 

38 南!ζtllJ 21 69 78 43 537 123 87 72 90 35 26 29 54 

39 大エF 13 39 87 41 404 143 115 22 104 11 31 7 36 

40 北上Iilfjll 11 31 84 48 278 97 56 53 41 10 25 6 23 

41 北八千代 16 43 88 47 403 70 15 79 35 44 25 5 29 

42 語大工1;: 7 19 100 21 298 144 。 67 19 15 43 3 24 

43 1菊大平 7 22 100 32 225 84 45 11 55 23 32 。 18 

44 I:IJJこちifJll 13 47 79 32 358 124 59 58 72 3 28 20 31 

46 西上清川 6 22 95 41 202 78 33 29 27 34 。 15 

48 百八千代 7 22 95 27 285 64 52 39 36 l 41 4 22 

49 上八千代 6 14 93 7 116 27 25 14 12 10 19 7 7 

51 拓j主 7 13 100 46 157 。 。 。 。 1 22 。 17 

53 西岩戸 6 15 73 40 143 55 38 16 31 2 24 15 13 

54 東岩戸 6 24 63 38 254 103 46 19 51 10 42 4 16 

平 均 10 33 79 37 277 80 47 37 45 19 26 6 28 

※番号は第 41翠に対応する 太字・下線は上位 10位以内

2000年世界j集業センサス .J従業集落カードより作成



a. )11西地区北東部

b. )11沼地~南西部

D 小麦

匡ヨ甜菜(ビート)

回E大豆

臨阻小豆

陸醤ジャガイモ
(加工用)

璽彊ジャガイモ
(生食用)

藍翠ジャガイモ
(種子用)

霞ヨナガイモ

区〕穀物乾燥施設

日コ堆肥霊場

韻醸農家

監理農家(廃麗)

鍵.P!..白樺防風林

・・・ カラマツ紡風林

11111111 カラマツi古風林

(幼木)

。

第 5園高広Tli)11T11i地区における土地利用 (2006年 7丹)

現地調査より作成
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しており，小豆は 5cm以下である

第 51z1aの範囲には 2軒の農家がみられるが，第 51z1bの範囲には農家の古い空き家があるだけで

ある.景観を観察すると. 3001習道路で区切られた 1区画にみられる農家の数は，市街地に近い北東

部では 1~ 2 1lFF. 南西部では 0~1 軒である.たいていのj農家の入り口には.100農場j という看

板が建てられており，外部から訪れた人に対して I~司かれた:l:1Il作地域というイメージを与える.農家の

敷地内は広く，農機具の格納庫や倉庫など，母屋の他に 4~5 つの建物がみられる.また，農家によっ

ては，かつてj史料サ誌を飼っていた小屋も残っている 農家への開き取り調査によると，高度経済成長ー

期の 1960年代から 1970年代にかけて都市へ移住した農家が多く，いわゆる離農ブームがあったとい

う.当時から農業を継続しているよIII作農家は. PJiU蒸した農家の耕地を購入することによって規模を拡

大していった

第51Z1のa'bともに.1重i場の区画に沿って北東~南西の方向に，カラマツや白樺のjりJ風林がみられる

その多くはカラマツの防風林であり. 4月中旬の融雪の時期に吹く強い季節風によって，耕地の土壌

が飛散するのを紡ぐために造林されたものである. )11西村役場(1956) によると. 1昭和三.IITI，五年

の三ヶ年に，当時農業会副会長の佐々木美夫氏，組合の基本金を投じカラマツ苗を 130万本無償配布

しその活着を見て五，六年と補植を行った カラマツの耕地!坊j武林は雪害iりJJJ二に益々充実し本道ー

を誇っているjとある.かつては区画の四方をi坊風林に覆われた耕地が多かったが，大型の農業機械

が導入されるに従って，多くの!坊j武林が伐採された. また. J戎木になった防風林によって四方を覆わ

れたi習場は日照不足になるという問題もあった

第 51亙bには，樹高 30cmほどの幼木のカラマツ防風林がみられる )11西地区南東部は，穂子j有馬

鈴薯の作付率が高い地域であり，防風林の新規造成は，土壌の飛刻によって育種用の!習場にj訪問から

雑菌が進入することを防ぐ目的が大きい また， 日高111Jll長から農地へi怒りてくるシカ，キタキツネ，

ヒグマなと守の野生動物による獣害を防ぐために，電牧(電気牧柵)を設置するi苗場もある

IV -2 ~友j苦 j膏

1) j:1lI作 4il~~1 自の栽培j奮

第 61Z1は，帯広市における:l:1II作 4III~II~ の栽培j奮を示したものである.これらの畑作物栽培では，育

ï3~ï. lijj I泊三収穫なととの農作業が 3月から 11月まで継続する.農作業がとくに集中するのは， 7月中

旬から 11月下旬までの収穫期である.11月下旬頃から翌年の 4月上旬までは積雪があるため，畑作

物の 2毛作は行われていない.以下，ートIJ券l宇部地IR農業改良普及センター (2002) をもとに，よlJl作 4

I~~ @の栽培j奮を説i到する

冬小麦(現地では秋まき小麦という)は， 9月中旬から 9月下旬(10~ 25日頃)にかけて播種される

播種する桂子の量はlOaあたり 5~ 11kgであり，遅蒔きになるほど種子の量を多くする. 10 月上旬

から 10月中旬にかけて 除草剤の散布があり 11 月1:1こi句には雪腐病の防除がある. 3月上旬頃に融

雪タンカルやアッシュなどの散布による融雪促進作業があり，雪解け後の 4月中旬から 5丹上旬にか

けて施JJ~作業がある その後， 5月!こ1:1旬から 7月中旬にかけて，除草作業や赤かび病やうどん粉病の



馬鈴薯 ! と鎖盛翠甑~・.・:応以ミ※ぬお治部櫛溜

小豆 l 臨~ぬ応お球ぬミお弘、--!!霊盟

大豆 j 顕~蕊~おおミミミ~唱露溜

甜菜 l 櫨終盤恥

圏直播種置盟植付・種子消毒降雪育苗密室浴光催芽 V移植ム融雪促進

区ヨ施肥・培土 ~主な除草・防除陸盟収穫 O緑肥播種@茎葉すき込み

第 6 図帯広市におけるよ11I作 4IW， I~1 の栽培暦 (2006 年)

;市広1'1')農業技術センターの資料および聞き取り調査より作成

55 

!坊 I~~があり， 7月下旬 (7月25日頃)から 8月上旬が収穫時期で、ある.小麦の場合，作付面積が広い

にも関わらず，収穫の時期が集1=1こiすることに特徴がある.なお，帯広市)11 [当地涯の事例では，小麦の

収穫はほとんど生産者組合による共同作業で行われている. また， U-l (1:1高山地)に近い地域ほど，

橋種と収穫の 11寺W~が平くなるという

馬鈴薯は，食1=1=J・力11工j干!ともに， 3月中旬から下旬にかけてi習場の融雪促進と種芋の消毒作業がある

4月 i二匂から下旬にかけては， {谷光催芽の作業がある. これは，初期育成を促進して，欠株を除去す

るための催芽処理である. ピ、ニルハウスを利用する場合，ハウス内部を 10~ 20
0

Cに保温し，コンテ

ナに種芋を入れて日光を当てるものである.催芽処理された馬鈴薯は， 4月下旬から 5月上旬にかけて，

トラクターに牽かれた専用プランターによって臨場に槌え付けされる. 6月上旬から中旬にかけての

培土作業 (25cm程度の覆土)，その後の病虫害のi坊!徐を経て， 8月下旬から 9月下旬にかけて収穫さ

れる.とくに種芋の生産で、は 病害虫の予防に細心の注意が払われ，関係者以外のi習場への立ち入り

が禁じられる

大豆の播種の時期は 5月中旬から下旬である.これは，地温が 10
0

C以上になり I挽霜害の危険

性が小さくなる時期である.播種の量は，小粒種が 30~ 35kg/ha，仁i二i粒種が 60~ 90kg/haである

大豆の栽槌密度は，収穫機械の種類によって異なる. ビーンハーベスターなど，従来の収穫機によ

る l'慣行収穫jの場合，畝と株の間隔は 60x 20cm，または， 66 x 18cmとする 近年導入が進んで、

いる汎1=丹またはマメ専用のコンパインを使用する「コンパイン収穫jの場合，畝と株のIiJ]隔は 60x 

16.5cm，または， 66 x 15cmとする. コンパイン収穫の場合，密植して着爽の位置を高くするために，

株間隔を狭くするのである.また，畝開隔の違いは， トラクターの規絡の違いによるものであり， I![ 

lIflhのIIJ)i:¥によって変化する.除草や病虫害のi功除作業は， 6丹中旬から 9月下旬にかけて行われる.主

な除草の対象は，一年生イネ科雑草と広葉雑草であり， lijjl徐の対象は， i宕核病，灰色かび病，アブラ

ムシ，ツメクサガ，マメシンクイガなどである
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大豆の収穫は，横行収穫が 10月中旬からはじまり，コンパイン収穫が 10月下旬~11 月上旬には

じまる 演行収穫の場合は 成熟後 3~7 日自に刈り取りがはじまり，収穫機で借り倒した大豆を 11日:

上で、束にする「島立て」や 島立でした大豆を魁場の上でまとめて乾燥させる「にお積み(鳩積み凡

などの作業がある.コンパイン収穫は成熟後 2週間ほど経過して，茎が乾燥してから作業が始まる

これは，馬力のある大型機械による収穫によって，未乾燥の茎に含まれる渋がマメに付着する汚粒を

紡ぐためである

小豆の栽培j奮の場合，矯種から除草.I坊除の時期は，大豆とほぼ同じである.播種の量は， 30 ~ 

50kg/haであり， I!~~と株の間隔は 60 x 20cm，または 66x 18cmである.小豆の収穫時期は大豆より

も早く，熟茨が 70%に達する 10月上旬から始まる.収穫には， rにお積み体系」や，コンパインを

使用する「ダイレクト収穫方式jがある.にお積み体系は， ピーンハーベスターによる刈り取り，に

お積みによる乾燥， ピーンスレッシャによる脱穀という手)1演をとる.大豆や小豆などの豆類は， rマ
メは地力で穫るものjといわれるように，有機物施j有による土づくりが重視される. また，湿害に弱

い作物であるため 排水不良の盟場での栽培には向いていない.豆類は 5~6 年の輪作で栽培され

輪作の体系にはトウモロコシなどのイネ科の作物が取り入れられる

甜ー莱の栽培j奮は， 3 月仁iコ匂に育ï~Î3m ピ、ニルハウスのf!J1j作から始まる. ピニルハウスは自然光による

温度が上昇しやすい南北棟であり，その中に播種用のペーパーポットを設置する -:L:':IZ (3m2) あた

りに，本i富10a分 (7000粒)の1誌が植えられる.ハウス内で育苗されたlitl莱は， 4月下旬 .5月上旬

頃に移槌される. 6月から 9月上旬にかけて，イネ科と広葉雑草の徐草作業 ヨトウガや褐斑病など

のi坊徐作業がつづく.収穫は 10 月下旬から 11月iヤ句である.収穫作業には 茎葉のメiJり 11文りと甜

菜の掘り起こしが同時にできる専用のハーベスターが使用される なお，部J菜の育苗はハウス育i!EIが

主流であるが，近年では省力化のために本闘に直接播慈する直播き栽培が試みられている

2 )気象と):III作物

十JJ券の畑作は，気象の大きな影響を受ける.近年の気象による被害をみると， 1999年と 2000年は，

夏季の猛暑による皐魁で):111作物の収穫量が減少した 2001 1':1三は 9丹の早霜によってマメ類の収穫が

遅れた. 20031':1三は春先の天候は良好であったが， 7 ~ 8月の低温と日照不足により，マメ類の収量が

減少した. また， I可年の 8月上旬には，台風が_Iこi堕して広い範囲の畑地に被害が出た(北海道十勝文

r'j':!i主修 2005)

第2表は，ートj除支JT'農政認が発表した 2006{I三7月 11::11時点の農作物の生育状況である. 20061':1三は，

6月中旬から下旬にかけて天候が不服だったため，すべての作物で生育が遅れた.子ff広市における 6

月の平均気温は，平年より 0.5度低い 14J支であり，降水量は平年より 65mm多い 151111mだった日

照時間は平年の 63%である 93.6時間であった.

このような気象条件により，小麦の場合，梓長 (88.8cm)，穏数(783本 1m2)穏長(8.lcm)は良好であっ

たが，生育の遅早は 8日の遅れとなった 将長(かんちょう)とは，麦の根元から穏首(穏の付け根)

までの長さである.また，ジャガイモやビートなとぐの根菜類や大豆は，草丈が平年の 79~ 81 %と短く，

生育状況は 6~5 日の遅れとなった.小豆と手亡や金IJ寺などのインゲン豆の場合では，草丈が平年の
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第 2表 十勝平野における農作物生育状況 (2006年7丹1日)

区分 単位
平年J:ヒ

評価 遅11='-(%) 

梓長 88.8 cm 104 平年並み 遅8日
冬小麦 穂数 787.3本/n1' 108 やや多い

111長 8.1 cm 89 短い

ジャガイモ
~l~ ζ 36.8 cm 81 短い 遅 6El 
茎数 3.3本 99 平年並み

草丈 36.8 cm 91 やや短い :1竪 51:1 

ビート 葉数 15.6本 92 やや少な
し、

大豆
草丈 11.8 cm 79 短い j!i 6 Iヨ
葉数 2.0本 65 少ない

/J、-tuコ- 草丈 3.8 cm 59 短い j!i 9 1:1 

弓オ'，'ミtミtY: 1.1本 45 少ない

手亡
草丈 6.1 cm 84 短い 遅71:1
葉数 1.3本 55 少ない

金Il寺
草丈 10.1 CI11 72 短い 遅 81:1
3定数 1.3本 53 少ない

十勝支庁農政課の資料より作成

59~84% と短く，業数が平年の 45~55% と少なくなり，生育状況は平年より 9~7 1::1のj!iれとなった

1¥1 -3 農業経営

1 )生産費

第 3表は， トJl券工IZlilJ'における畑作 4品目の生産費を示したものである.小麦lOaあたりの生産費は

約 5万2千円であり そのうち物財費が 9割以上を占める.物財費のなかで割合が高い項目は，貸借

料及び料金 (42%)，肥料 (17)，J農機具・自動車(14)，農薬(17)である 小麦の 10aあたり収量は.

512kgであり，粗収益は約 8万 1千円である.また，収益性(粗収入に占める所得の割合)は 39%で

ある.高IJ産物として生産される麦わらは，近隣の酪農家などに販売される 小麦の場合，大型の農業

機械の導入が進んで、いるため，労働費が生産費に占める割合は 1割以下であり，よ111作主要 4品目のな

かで最も低い 貸借料及び料金の割合が高いのは， J長協の乾燥施設やコンパインなど，とくに収穫に

関わる作業において施設を共同利用することが多く，その料金が加算されるためである.なお，北海

道十勝支r=y:監修 (2005) によると， 2004 il三時点の十j捗において， 50 馬力以上の大型トラクターが全

台数に占める割合は 76%である.農家一戸あたり 3台のトラクターを所有しそのうち 2台が 50馬

力以上となる

j詩鈴薯(加工FI=J)の 10aあたり生産費は 5万9千円であり，そのうち物財費が約 8部を占める 物

財のなかで割合が高い項@は，種ï~Ëï (26.1%)，農機具・自動車 (25.8)，肥料(17)，農業薬剤(16)

である.程ï~Îの占める割合は，よ111作 4 I~~j 自のなかで最も高い.馬鈴薯の 10a あたり収量は 4507kg であり，

組収益は小麦とほぼ同じ約 8万 1千円であり，収益性は 40%である

j!ill菜の 10aあたり生産費は 8万3千円であり そのうち物11オ費が7割を占める.物財のなかで割合
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第 3表 十勝平野におけるよIII作主要 44品目の生産費 (2004年)

単位円 /10a

〕貰iヨ J]司自の内訳 小麦 )~t 鈴署: !ill莱 大豆

物H~ 資 46，869 45，351 57，756 42，744 

種13:1 2，618 11，836 2，537 3，825 

)J~~q 8，089 7，763 18，129 6.917 

農業薬剤 5，152 7，213 8，824 4，642 

光熱動力 1，182 2.416 2，735 1，997 

その他の諸資材 713 155 4，267 500 

土地改良及び水利 180 165 304 2，598 

貸借~q 及び料金 19，542 785 2，856 7，617 

物件税及び公誤差t 1.463 1，825 1，683 1，584 

建物 1，028 1，161 2，098 1，627 

農機具 自動車 6，569 11，694 13，934 11，037 
生j主 ~ì~: :f:m 333 338 389 400 

労働 ~Ji 4，765 13，879 24，919 19，465 

生産費合計 51ラ634 59，230 82，675 62ラ209

収量 (kg!lOa) 512 4，507 6，784 228 

キI1JI文主主 80，506 80，972 117，069 78.893 

副産物 3，315 。 。 192 

収話I~I: (%) 38.7 40.3 46.6 40.0 

※ JI沼会I~I: は;JIlJIY.入に占める所得の割合

=1ヒ海道j是林水産統計三I:::i
:トRより作成

が高い項目は.肥料 (31%).農機具・自動車 (24). 1.是業薬剤 (15) である 肥料の占める割合は，

1:111作主要 41日 I~I のなかでも最も高い 百I1菜の 10aあたり収量は. 6784kgに達する.松収益は約 11万

7千 p:j. 収益性は 47%で、ある. ï~11 菜の労働費が高いのは，ハウス内での育苗など，移植までの期間に

とくに手間がかかるためで、ある

大豆のlOaあたり生産費は 6752千円であり，そのうち物H行主が約 7tlflJを占める.物財のなかで割

合が高いJ}~i I~I は J業機具. I~I 動車 (26(%) .貸借料及び料金(18).肥料 (16)，農業薬剤(11) である

大豆の 10aあたり収量は 228kgであり，組収益 7万9千円，収益性は 40%である. また，労働費が

l主iめる割合は 3~lflJ を越え. 1:111作主要 4111~ll I~I で最も高い.マメ類の栽培には，ホーを使ったカルチ(除

草作業)や. ，1言立て・にお積みなどの I~I 然乾燥作業なと\機械化の進んでいない作業も多い なお，

;-J，ーとは，明治WJの入植II~fから使われている農機具であり，草ì~íIjりとか除草myì~手と呼ばれる.かつ

ては.にお結みしてト分に乾燥すると • H!~ にドンコロを引かせてマメの上を幾度も廻った後で飾(ふ

るし、)と出:箕(とうみ)にかけ. Iy¥ (かます)に入れられた. ドンコロとは，直径約 1メートル，長

さ1.2メートルほとぐの丸太のローラである(布;広市 2003)

2 )帝王営規模と j長業労働力

第 71ぎれま. )11凶地Ixにおける 2つの農業集落について，農家の経営耕地面積と世帯主の年齢を示し

たものである.経常耕地面績の平均は. A地区が 35.5ha. B 地区が 33.8haであり， トJJ券の平均とほ

lま一致する. jHlj 地区とも. 9割以一!このi実家が， 20ha ~J、_I二の耕地を経営している 経営耕地面積 30ha
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帯広市農業技術センターの資料より作成

第 7図

経営耕地面積が50haを越えB 地区で 68%であるA地区で 72%，以上の大規模畑作農家の割合は，

B 地i茎で l戸みられるA 地区で 4戸，るi実家も，

経営耕地面積そのうち 14戸が，A.B地区合わせて 17戸ある耕地を借り入れている農家は，

また，平均すると 8.lhaである借入耕地の面積は1.5haから 17haであり，30ha以上の農家である

それ以下で4戸みられる経営耕地面積 30ha以上で 1戸，5ha t.:U二の耕:1也を5苦しているj芸家は，

世帯主が40歳代. 50歳代の農家のB 地区が54歳であるA1也!玄が 50歳，世帯主の平均年齢は，

A地区がまた，世帯主が 60歳以上の農家の割合は，B 地区が63%であるA地区が 72%，割合は，

2000年世界農林業センサス・農業集落カードによると ， J 11西地主fこ、お地区が26%である16%， 

!玄の農業就業人口に占める 60歳以上の割合は 23.9%であり，帯広市全体の 32.6%よりも低い値となっ

また， JlliN地区における農家あたりの農業就業者は 4.6人であるている
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IV-4 農業政策

1 ) 土j也基fl主

十勝には普通知iが約 17 万 ha あるが，そのうち排水不良土壌が4 割に達し， 5~6 月の降水にともなっ

て， とくに出菜の収量が低下する. このような耕地では I現渠排水，かんがい排水，土壌改良 J長道

舗装などによって改良する必要がある 市広市の場合， 1974年から 2003年にかけて， 48件の農業生

産恭株主計ilil卒業が施行され普通'):111の改良が進んだ.これらの事業で帯広市が負担した金額の概要は，

1311常事業が 14Hで 13億円 (事業費:1.260億P=J)， 道営事業が 121~1二で 130 億円 (567億円)， 1回王歪i問付体三;:'営芭，

事業が 22f刊件iド:でで、 l凶61.億意引i円:1弓i可3でで、あつた また祐出;1広広L玄， r市111.到独d出(1自三ヨiの非ネ布祁補I1市i日i助事業が 2却o1~刊件'~l牛i十ニ， 約 1ω01億主意{円でで、あつた (り:1北i比ヒ海

道;常出市;広1市iら-i2初00ω5; :北l比ヒυバ均海海U:示守;道;指出許d広l玄;市 20∞Oω6) 
JJ~在施行されている農業生産基盤撃備事業には，担い手育成~~1:Il!地;京総合整備事業がある 事業の

対象となる地域は市広!こ1:1央(帯広市川西地区)， ;市広間 (;31:広市)11Tt_l:i地区，芳三室11可)，帝広東(帯

広1'11'大正地区，幕別IIIT，吏)JIJIIIT)である.主な事業内容は，暗渠排水，農業用1'1=J排水施設，農道整

備i，二i二層改良であり，受益面積は 6474ha，総事業費は 323億円である(北海道十勝支庁産業振興部

2006) また，国営の准淑排水事業として，札内川第一地区事業と札内川第二地区事業がある 首頭工・

用水路・排水路の建設，農道の舗装，農道のネm修， I暗渠排水，土壌改良，井戸の掘 ì~ílj などの事業を含

めて，これらの事業の受益面積は 19，840haであり，事業費 699億円である(北海道十勝支fj::産業振

興部 2006;北海道開発局帝広開発建設部 2006b)

2 )農地流動

2004 il三時点の帝rtmにおいて.権利が移動したJ実地の面績は 534haである その内訳は，売買が

66.8ha， W泣与が 78.8ha 利用貸借権の設定が 388.4haであった そのうち 農地移動適正化!;砕旋事業

と農地保有合理化事業による売買が 20件(16.4ha)，貸借権の設定が 13件 (55.2ha)であった.また，

利Ji=J1私設定等促進事業による不IJnJ貸借権の設定は 214.7haであった なお， +JJ券の行ける農地の平均

filli格付:1'):111) は， 1985年の 221千円/lOaを最高に年々低下し 2004年には 160千円/lOaとなった.

また， 1haあたりの小作料は， 3000 p:jから 16，000P=jである(北海道十勝支r=j::監修 2005)

3) 1illi総支援

農産物の販売{illi格の支援は， 2却O∞O幻7i年1:'三}度支カかミら施行されるiJ1弘A

して認定された j炭支是匂五五家ミに弁対j してのみ重j点主引i的~I均!内守に行行:われる. 担い手となる基準は， 北海道の場合， 経営耕地

面積 10ha以仁の認定農業者になるか，経営耕地面積 20ha以上の集?会営i突を組織する必要がある.こ

れまでの麦作経営安定資金では.例えば 2006年度の小麦 (A1等級)の場合 60kgあたり約 2500円

の販売1illi絡に対して 6610円の羽山~J ::ili:が，すべての小麦販売農家に有!山~J された 品目横断的経営安定

対策が施行されると輸入農産物と比較して生産条件の不利をネiIJう交付金は，担い手となった認定j実

業者と集落農家だけに支払われることになる.北海道トJl券支r"i_:1監修 (2005) によると， +JJ券における

認定農業者は増加傾向にあり， 2005年 3月31日時点で 4217人に達した そのうちの 197人は，農

業生産法人である. また.十)J券における農業生産法人は， 2005年 1月 11::1現在で 336法人であり，

その 9;1fiJが有限会社で、ある
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V 大規模畑作農業の経営実態 一帯広市)11西地区の事例ー

ここでは，帯広市Jlli湿地区(1 日 Jllï~*寸)における大規模畑作農家の中でも，ノト麦主体+借地，小麦

主体+自家乾燥， ):Il!作 4品目 +1霊i芸作物 畑作 4品!ヨ+産車販売， ):11l作 41!品百十力1]工販売というよう

に，経営に特色ある事例を取りあげる.このように，基本的なJ:HI作物プラスアルファという先進的な

事例をみることによって，今後の大規模畑作がいかに発展するか，その方向性を知ることができるの

ではないだろうか

V -1 小麦主体+借地 (A農家)

1 )経営耕地

A 農家の耕地面積は 約 60haである.そのうち 43haが自作地であり， 18haが借地である 作物

の作付面積は，麦が 22ha，百tl菜が 15ha，力1]工用ジャガイモが llha，食用ジャガイモが 3ha，大豆が

9ha，小豆が 1ha，スイートコーンが 2haである.大豆の品種はユキホマレ(銘柄はトヨホマレ)である

この品種は芽が白いため， 1:;:'ダイズと呼ばれ，主に豆腐に加工され.ダイズの収穫には，共同事業で

緋入した専用のコンパインを使用する

借地のうち 9haは，道路を挟んで宅地と揺する近隣のj重i場である.借地の地代は， 10aあたり 1万

円である 長年借りているので，緑肥だけを栽培したり，休閑にした場合でも佑二地料を支払っている

この農家は， 2 llFFの農場と交換耕作を行っている.交換耕作の規模は， 1 II汗は 6ha，もう 1lj汗は約

5haである.前者は麦の専作農家であり，後者は主にゴボウを栽培する野菜農家である.なお，ゴボ

ウは 3作まで連作できる.交換耕作のうち 4haは， ï~ 4線にあり，この農家から 3kmほど離れている

機械化が進んだ現在では， 1人で、 60haの耕地を管浬することが可能である.また，耕地の面積が大

きくなると，農業機械の作業効率が高くなり，収益も上がる

2 )経営の変化

以前はイモ類を i二1::1心に自作地だけで約 40haを耕地していたが，今は規模拡大して麦を中心とした

耕地の規模;広大に重要な農業機械として 農薬とスプレイヤーがあげられる.例えばスプレイヤーの

場合，以前のタンクは 1000リットルだったが 現在は 5000リットルである.最近では，マメ類の新

しい機械が開発されたため マメ類栽培の省力化が進んで、いる そのため 大豆と小豆を増産するよ

うになった 現在の作付面積の増加分(約 10ha)は，すべてマメ類である.イモ類は現在でも手作

業で、の仕分け作業があるため，作付罰積を増やすことは難しい.

父親が経営主だ、った時代は まだ機械化が進んでいなかったため マメ類の作付面積が多かった

当日寺は大豆を中心に， 33haの耕地を耕作していた 当時の大豆はトユムスメという i品種で、あり，現

在の品種よりも豆腐の加工に向いていた.その後 機械化の進展によりイモ類の作付面積が増加し

さらに，機械の大型化によって，小麦の作付面積が伸びた.このように，農作業の省力化は，作物の

種類，栽培技術，農業機械に関係する
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3 )労働力

家族構成は，経営者 (48才)，妻 (46)，父 (73)，母 (71)，子供 2人である 臨時雇用は述べ 60

人で、あり，その内訳は，植え付けに 10人，除草に 10人，収穫に 30人，その他に 10人である.小麦

の植え付けの人出を確保するために， 1人はトラクターのオペレーター(運転手)を雇っている.子

供はすべて男であり 現在大学 4年生と 2年生で、ある

4)生産と販売

小麦は共同で収穫して，農協(帯広市川西農協)に販売する.加工用の馬鈴薯は，農協を通して，

)11m3地区内にあるカルビーポテト株式会社の帯広工場に販売する.司j菜は， J斐jおを通して，芽室11ITに

ある日本lil3菜株式会社に販売する.甜菜の場合 農協は販売額の約 2%の手数料をとる.大豆と小豆

はすべて農協へ販売している.農業経営の 17:IJ題は，小麦が過剰生産にあることである.手 11~J をかける

ことによって， 1aあたり 11俵の収量を iヨ指している

小麦の種子は 30kgあたり約 6千円の価格で農協から購入する.販売価格は， 1俵 (60kg)あたり

9000 ~ 9500 円であり，そのうちが麦作安定資金による補助が 6000~ 6500 ITJであった.収穫された

小麦は，集落内の農協の乾燥施設(サブ)に運ばれ，自動で、選別される.小麦の等級は，類型と見た

自によって， A (1等)， B (2等)， C， D (ゴミ)に分けられる.等級の割合は毎年安定しているが，

2005年度は 2等の割合が多くなったため， 1等の割合を高くするように栽培した人にとっては販売価

格が安くなった 2005年度のような場合，安くても歩留まりよくしようとして，主に 2等を出荷し

た人は特をしたといえる

小麦の場合，平均して 1haあたり 100ほの種子を播種する. 9月中旬までに播種する臨場は， 10a 

あたり 71氾の種子で済む. しかし 10丹5日頃に播種すると， lOaあたり 15~ 16kgの種子が必要で

ある.このように播種が遅くなるi理場は，馬鈴薯の後に作付を行う場合である 小麦の場合，大型の

4111ドリルがあれば， 1 1:1に20haの1m種が可能である AJ農家が所有するドリルは 3mであり， 1 1:1 

に 15haの播種が眼界である. 120 馬力のトラクターは， 1トンの程子と 2パックの肥料(1トン)を

同時に積載できる. JJ~料は， 2.5haごとに充填しなければならない.種子は， 1 Iヨの充填で 10ha分の

播種が可能である ただし 臨場には若干の傾斜があり，最大積載で、は掃種のスピードが遅くなるた

め，毎回 8ha分の1量子をトラクターに程;むことにしている

大豆の播種の量は 1haあたり 30kgであり，収量は 1haあたり 80kgである.父親の代には，大豆の

橋極量は 60kgだった.現在は収量が多いユキホマレなどの新しい品種が出たことや，コンバインな

と苧のj炭農支支牟誌芸業芝引切1)1機?幾受別十械i攻主が発達したため 密槌が可能になつた. /J小jト、豆の新ししい¥I!'♂品!;完昆r品?!種はキ夕ロマンでで、ある. この♂

種は，それまでの主流だったエリモよりも 3日早く収穫できる.エリモは食味がよいが，忌地性があ

り，連作による落葉病に弱かった.馬鈴薯は， 75cI11の間隔で 2釆で槌え付ける これは新型の大型

トラクターの111mが 150cI11になったためである

5 )農業機械

所有する主な農業機被は，プランター，ハーベスター，トラクター，コンパインであるプランターは，

小麦のドリルのほか，ジャガイモと豆類用のものがそれぞれ l台あるまた百1:1"菜の移植機も所有する
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マメ用のコンパインは，近隣のj実家 7戸で 4台を，麦のコンパインは 19軒で 4台を共向使用している

小麦の共同収穫作業は，共同利用組合で手分けして行う 例えば，小麦の場合 臨場ごとにサンプル

をとって等級をつけた後，耕地の所有者に関係なくグループの割り当てを決定して収穫を行う 共同

でillz:11呆施設に出荷して，農協に販売するため市広iliで栽培:される小麦のJ!?l種はホクシンに統ーされ

ている.最新のフェント社製のトラクターは 120Pt力で イilli格は 1200万円だった.A氏は農業機械

が好きで，農薬散布に使う IIJmがお11 くて大径のタイヤなども I~I 分で交換するという

トラクターなととの大型農業機械について，内地では 一つの産地で、特定の農機具会社の製品が普及

していることに対ーして，十勝では様々な外国製の農業機械がみられる これは，様々な農機具会社が，

大規模畑作農家が多い卜JJ券での販売を重視しており，厳しい販売競争があるためである.A氏は， Iこ

こで売れなければ，他でも売れないと考えているのだろう jという市:広市は， EI本における大規模

1:1llfF:のモデルでもあり，その!こ1=1心者!日11である常広i'11では国際j農機JZL展が毎年開fHiされている

V-2 小麦主体+自家乾燥 (BJ.業家)

1 )経営耕地

この農家の経営耕地は 67haであり，栽培している作物は，小麦 (45ha)，大豆 (6ha)，小豆 (5.5ha)， 

スイートコーン(l0.5ha) である(第 81~1 a). 秋まき小麦が作物の主体であり， 4 ii三関連fF:の体系で

栽培している.マメ類の品種は 黒大豆がイワクロであり，小豆がエリモである.小麦の個場には，

電牧を設置している場所もある.シカの群れは小麦畑を寝床にすることもありヒグマはスイートコー

ンを好んで食べるという.シカばかりでなく， ヒグマもまた， I上iから続く防風林に沿って耕地のほう

へ降りてくるのである

2 )経営の変化

B 農家は，現在の経営者が就農ーしたときから 60haの耕地を所有していた.経営者の両親の世代には，

経営耕地は 35ha程度であったが 1972年頃の高度経済成長期に， JIII'現地区では離j長ブームがあった

ため，耕地を購入して規模拡大した.両親の世代には マメ 馬鈴薯 ビートを主に栽培していた.

3 )労{動力

B農家の家族構成は，経営者(男， 51歳)，妻 (52歳)，父 (78歳)，母 (70歳)，子供が4人であ

る.そのうち農業労働力は，経営者と妻，および¥母の 3人である.法人化はしておらず，家族経営で

ある この農家の経営者は友人と 3人で人形劇団を運営しており，冬季の農閑期に保育園やi亘書館で

公演している

経営者は， 1974年に帝広畜産大学の草地別科(短期)を卒業し 1977年に就農した.最初から小

麦を主体に栽培a しており， とくに 1982~ 1984年は小麦を 3年11J]専作した.その理由は，小麦を 12

年I'M'J連作したという農家の話を聞いたことから 小麦は適切に管理すれば連作できると雑信したため

である.小麦を連作すると，最初の 5~6 年は収量が落ち続けるが，それ以降は最高時の 2 割減で安

定する しかし経験的に適切な土壌管理には，空気中の窒素をi認定する豆類を栽培した方が良いと

考え，大豆を作物のローテーションに組み入れるようになった 小麦の連作をつづけると，どうして
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d.農家 8

¥ 
大

05OOm  

b農家 E

仁ヨ小麦

Eヨ甜菜(ビート)

恒国大豆

盟国小豆
墜露ジ、ャガイモ

(加工用)

第 8函事例農家の耕地の分布 (2006年)

liPJき取り調査よりfl二成

もイネ科の斜f~lTiが妓ってしまうという I'/:\'J)翠があるという

信号スイートコーン

区:]林地・一時改変地など

宅地・家庭菜園・昔話ハウスなど

経営者の長男は，農業高校卒業後，専門学校に進学し現在は 2年11.1]の農家実習に従事している

経営者は.よIIJ作農家だけでなく，線々なj長業を知ってほしいという意向をもっている.そのため長男

の実習先は，福井，熊本，愛媛，長野，滋賀 • ir!1純各県のほか，北海道の野菜栽培農家(名寄の夏井

県場ti!}菜専作で 40ha) と広域にわたり. 2006年の秋からはニュージーランドの農場へ滞在する予

定である.また.経営主の次男も施設問芸農家で、農業実習に参加している 将来，長男と次男が帰農

した場合 現在よりも規模を拡大し経営内容も多緑化する予定である

4 )生産と販売

作物ローテーションは.小麦一小麦一小麦一小麦-豆類一スイートコーンという 6:{!三 6作である

麦は 9)=J 12 ~ 17 EIに掃磁し. 8月5~ 7 E]に収穫する このj支局ミの経営者は，経験的に 9月 151:::1 

を中 EIにして指極をすると，危険が少なくなると考えている.小麦栽培は機械化が進んでいるため，

播援と収挫の EI数は短くて済む.例えば，活磁の場合，大型トラクターに 41111'品種機をつけることで，
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1日に 20haを播種することが可能である. 45haのj習場の場合. 3 1ヨで播種することが可能であるが，

5 13ほどの間隔があるのは，他の作物とのローテーションの関係である.作物ローテーションで. 4 

4三自の小麦作が終わった後には，ラウンドアップという除草剤を用いて，すべての雑草を除草してか

ら，マメ類を播種する.なお. 2006年 7月手上旬の小麦の生育状況は，晴天率が少なかったために平

年より 91::1ほど遅れており，穂の段数も少ないが，総数が多いため，経営者はJI又量の減少をさほど

心配していなかった.作物の販売先は すべて帝広市川西農協である.小麦は 10aあたり 9.6俵(約

570kg)の収量があり. 1俵あたり約 8，500円で販売できるため，小麦の組収益(必要経費を除いた販

売額)は 3千6T~T万円を超える

小麦の伐梓(ばっかん)は，近隣の酪農家へ販売する 一つのヘイロールの価格は.1500 P=Jである

ロールの大きさは直径が 2m. 重量 300kgである.小麦を栽培したすべてのi習場で. 60万円ほどの売

り上げがあった.伐梓の販売後に次の作イすけに入るが. 1習場の施肥は 堆肥と鶏糞を使用している

また，残った伐梓を鋤き込むために，品質が良い小麦を生産で、きる.小麦の乾燥施設をもっ農家は近

所に 3111rあるが，小麦を連作しているのはこの農場だけである

大豆について，黒大豆だけを栽培する理由は，白大豆より黒大豆の方が作りやすいためである す

なわち，白大豆は. 1:rUで十分に乾燥してから収穫しないと，収穫11寺に茎の渋がマメについてしまい，

品質が落ちてしまう 大豆をなるべく早く収穫して，小麦を播種するというローテーションには，水

分量が多い時期であっても収穫できる黒大豆の方が向いている.なお，十JJ9Jで、は大豆の収穫期に土が

凍ることもあり. 1mで十分な乾燥ができないこともある

新しい作物の栽培を始めると，農業機械への投資が 1000万円単位で必要であるため，現在のとこ

ろ新しい作物を栽培する予定はない 小麦と豆とスイートコーンは畝i揺が同じであるため，一種類の

機械(トラクターとイ寸属機械)で耕作可能である.マメ類用のコンノtインは. 411庄収穫に対応してお

り，小麦にも兼用できる もし馬鈴薯の栽培を始めたとすると，その畝IIJ)j';が70~ 75cmと広いため，

新しい機械を}構入する必要がある

今後，農業経営を継続するにあたって懸念されることは. 2007年度から実施される品目横断的経

営安定対策である この政策により，これまで、の麦作経営安定資金が大きく改訂される.麦作安定資

金によれば. 1俵あたり 2，500~ 2，600 円の価格に約 8，000円の補助金が上乗せされたが，新しい政策

が実施されると，その販売額が保証されなくなるかもしれない.また，現在の麦作経営安定資金では，

麦の収量が確定する 8月末には概算金(保証金)が得られる. しかし新しい制度ではそれが 10~ 

11 月になるといわれている なお 品目横断的経営安定対策によって補助金の支給が遅れると 収

護時期が最も遅い甜菜の経営に大きな影響が出るといわれる ビート栽培の場合，収量が確定するの

は 12月である

5 )農業機械

このj長場は，総合資金などの国の補助金を利用して. 1978年に小麦の乾燥機を購入した. また，

1989年には，小麦の乾燥機を更新した.小麦は!習場でメIJり取った時点では. 30 ~ 40%の水分がある

が，この施設により，水分を 12%までに落とした「本乾燥jの製品として農協に出荷することがで
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きる.収穫)~~のコンパインも 以前は両隣 2]1汗で共向所有していたが現在は偶人で所有している

小麦と豆類の乾燥には，灯油を使用する乾燥用の灯油代だけで一il三11号に 30万円以上の費用がかかる

そのため，本乾燥で出荷しでも，仮乾燥で出荷しでも，小麦の販売価格は基本的にi司じである.小麦

の価格は，乾燥度よりも等級で決まるといえる.なお，現在では， )11西地区では 8軒の農家が乾燥施

設を装備して，本jl[zJ呆の水分含有量まで処理した小麦を農協へ出荷するようになった

V -3 ):1日作 4品目+園芸作物(薬草・果樹) (C 農家)

1 )経営耕地

この農家の耕地面積は， 80haである その内訳は，小麦 (30ha)，甜菜 (14.5ha)，加工J=I=J馬鈴薯 (8ha)， 

食用馬鈴薯 (6ha)，小豆 (2.4ha)，大豆 (0.9ha)，薬草 (2.3ha) 緑肥作物 (8.6ha) 樹園 (40a)である

その他に，休i菊地が 7.3ha 山林が 50haある.また 耕地のうち1.6haが借入地である

薬草は入浴剤に使われるセンキョウであり，津村JII貢天堂との契約栽培である 薬草は，現在の経

営者が 19961=1三に栽培を始めた.最初jは不評だったが，今ではj琵辺の 7件の農家が栽培するようになっ

た.

また，この農家は，観光農園も経営しており， 40aの樹園ではサクランボを中心に， リンゴ，グズ

ペリー，プラム，プルーンなどを栽培している.以前，帯広市の政策で 1000本ほどのサクランボが

) 11 illi地区の農家に配布されたが，栽培に成功したのは 標高 240mの台地上にあるこの農家だけだっ

た.この農場が立地する高台は，気温は低くなるが，風通しがよいため，霜がほとんど降りないので

ある.また，甜菜の育苗用ハウスでは，夏季にスイカを栽培している ハウスの暖房には，北海道フ

ルカワ建版株式会社製のボイラーを使用している

2 )経営の変化

現在で、は小麦を最も広い部積で栽培しているが，経営者の両親の世代には マメが主要な作物だっ

た 当時の耕作地は 30haにすぎなかったが，手忘，金持，小豆，大豆など多くの品目を栽培していた.

収穫されたマメはニオ讃みにして，地干しにしたため，高い品質のものを高額で販売できた.当時は

複数の寅い取り業者が庭先まで訪れ，現金をもって寅い取りにきた. さらに，当時のマメ栽培は，現

在よりも経費がかからなかったため，金が残ったという印象があるという

この農家は，大正i時代，経営主の揺父の代に川西村でも日高山JJJRに近い奥地に入植した.当H寺はマ

メの売り上げが好調でで、あり!J，内地 (件ヰ本又吋jナ、十十川iト、

初に寅うことがでで、きた 当n時i侍寺麦を栽j培者しなかつた理i由3主3は，収穫した麦を科縛1つてj脱IJs悦;見i穀するのが大変な労労P 

{働動だだ、つたためでで、ある

3 )労働力

家族構成は，経営者 (57歳)，経営主の妻 (56歳)，恵子 (31歳)，息子の萎，恵、子の子供，経営

主の父 (75歳)，母 (76)である そのうち，農業労働力は，経営主夫婦，経営主の両親，経営主の

息子の 5人である 経営主の息子は高校を卒業後，市内のスーパーマーケットに 10年11'¥1就業してか

ら就農した 雇用労働力は，男女 l人ずつである 雇用期間は，作物の播種と収穫のi時期を i二1:1心に
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4 )作物の生産と販売
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センキョウは球根なので}高鈴薯):I=Jのポテトプランターを利用して播種することができる.同様に

馬鈴薯p目のハーベスターで収穫もできる. ダンプカーで収穫した球絞を下ろせば，水圧によって，洗

いからスライスまでできる全自動の機械で、ある.所有する 111林に)11沿いに，地元の鍛冶j歪に頼んで，

センキョウの自動洗浄施設を作ってもらった.収穫後の乾燥は， 10 月末から 12月末までつづく.セ

ンキョウの球根は 1000袋(たい:1袋は 20kg) ほど出荷するため，正月の直前ーまでが農繁期となる

l袋の販売すlIi格は約 l万円であり しかも種子の球根は企業から支給されるため，面積あたりの単似

が最も高い作物である.北海道でほかにセンキョウを栽培している集落は，芽室IlIlにある. しかし，

乾燥まで処理して出荊するのはこの集落だけの特徴である.センキョウの出荷施設にある自動計量器

は，経営主自らが設計したものである. また，乾燥小屋には，羊の毛を紡ぐための作業場があり，経

営主の司:がその作業に従事する

作物の販売先は，薬草以外はすべて農協である.経営耕地は， さらに 10haほど耕地を拡大したい

とうい意向がある.税務署の監査が入ったこともあり， 2005年度から有限会社となった.かつてi実

家は家計と農場経営がどんぶり勘定の傾向があったが，現在ではIIIJやj是協のすすめもあり，経営を家

計と農業経営を分ける農家が増加している

5 )農業機械

所有する農業機械は， ピートハーベースター，ポテトハーベスター， ピーンハーベスター， ピーン

プランター，ピート移植機，ショベルカー，フォークリフトカf各l台ある.そのほかに，格納産カ"3棟，

倉庫が31紫あり，出荷mの大型ダンプカーが 1台ある.小麦のハーベスター(コンパイン)は，共用

のものを使用する.最近購入したマッセイファーガソン MasseyFerguson 7480タイプのコンパインは，

125馬力で約 I千 5ï~T万円の価格だった

V 一 4 1:封知畑:1担訓11出1I作 411品i

1) ti経任営羽耕耕1:主地血

経営耕地 35.8haであり，主な畑作物は，小麦(9.2ha)，加工j有馬鈴薯(6.6ha)，甜菜(4.6ha)，大豆:(2.6ha)， 

小豆 (2.3ha)，金持(l.1ha)，緑JJt::(7.0ha) である. また，野菜類に，スイートコーン (0.4ha)，カボチャ

(0.4ha) ，アスパラ (O.4ha)がある. ，1~~鈴警の品経は，トヨシロ (3.5ha) とスノーデン種 (3.1 ha) である

緑肥は， ヒマワリとキカラシが 4.5ha，熊麦が 2.5haである.一辺 545mの正方形のI:R酉には， )11が 2

本流れているj湯河?もある

2 )経営の変化

新潟県から入植した農家であり 経営者で、 3代目である 第 2次世界大戦前は 60haの耕地があっ

たが，農地解放で半分に減った.現在の母屋は主要道路に面しているが， 1967 i~三頃までは道路から

200m ほと下i!t れた，1i!~小屋イすきの住宅で暮らしていた

この経営主は， 1990年に産直をはじめた.そのきっかけは， 5Jl仁もと子の「友の会jの雑誌で農
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家の生活を紹介したところ 関東や関西の読者から産直の要望があったこと，自分が作った作物を消

費者に直接届けて，消費者の芦を開きたかったためである.その後，口コミで徐々に販売先が広がった.

当初は除草剤の使用を減らしたクリーン農業で消費者にアビールしていたが，現在は家族来li'l習を発

行するなどして，生産者と消費者の交流に付加価値をつけるようにしている 2004年に夫を病気で

亡くしたが，それでも自分が好きで始めた産直をつづけた. しかし基jl!~~労働力をなくして，すべて

の作物で農薬を減らすのはlil難になった.大規模畑作をせざるを得なかった当初は，農業機械を操作

するのに苦労した.経営者は 「手間をかける産直は母性の農業であり，大型機械を使用する合理的

な大規模畑作は父性のj業業で、あるJ， I稲作農家は直接食べるものを作るが， 1:1I1作農家は力!]工されるも

のを作っているよ「女性の農業労働者にとって農薬は神様のような存在であるJという

3 )労{動力

農業労働力は，経営者 (47歳) 父 (75歳)，研修生 (47歳)と，臨時雇用 1名である.研修生と

臨時雇用は春 (4月)から秋 (11月)にかけて雇用する.子供は 4人である 長男は 2006年3丹に

短大を卒業し現在は深)11市などで農業実習生をしている. 2007年の 4月からはこの農場(自宅)

で研修を行うことになった 長男が就農した後で経営耕地を増やす予定である

4)生産と販売

産直で販売している作物は ジャガイモ カボチャ アスパラガス 豆類 スイートコーンなどで

ある.産直で一番人気があるのは，アスパラガスである，価格は 1.2kgの絡が 1500円 1.8kgの箱

が2200円であり，送料はともに 1470円である.グループで注文する場合には 割引価格を設定して

いる.昨年は 200戸に 300箱ほどを販売した.発送には，ゅうパックのチルド使とヤマト逆輸のクー

jレ使を使う.庖頭では早くても 313かかるが，今日とれた物を明日食べられるという新鮮さに人気が

ある.アスパラは 1990年から栽培しているが， 2003年からは 6月仁1:1旬に農場での収穫体験を実施し

ている.これはスローフードフレンズという組織が企酷した物であり，ランチと収穫体験がセットに

なっている.なお，アスパラガスは，収穫後草を刈り取らない立茎(りつけい)栽培の導入により，

収穫時期が長くなった

ジャガイモは加工用であり，ほとんどは農協(農協からカルビー)へ出荷しているが，その一部を

直売で販売している.価格は lケースlOkgあたり 1800円であり， 2005年度は 50ケースほど販売し

た.この販売価格は宅配を始めたIl寺から変えていない.北海道から内地への送料は料金の l割ほどで

ある カボチャの他絡は， 1箱 10kgあたり 16001T.Iと 1700円である.前者は架i床という品種で、あり，

後者は越冬品種の伯iLで、ある.伯爵は皮が白く，主に菓子づくりなどに使用される 豆類は小豆，金

時，大豆，黒豆を直販で販売している.各品目とも 2kgの袋で販売するが， 2種類以上の豆を組み合

わせた注文をうけることが多い 例えば，数人のグループで 20kg~ 100kgという注文がある 生食

用のスイートコーンの場合，販売価格は 1箱 5kgあたり 900円であり，送料はアスパラガスと同様に

l箱あたり 1470円である

5 )農業機械

所有する農業機械γはトラクターが， 101111 Deerの6410型(120馬力)をはじめ 5台である.また，
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ポテトプランターが2台，プラウ(耕転機).ロータリー(草刈機).マメ用のハーベスター(コンパ

イン)がそれぞれ l台である マメ用のハーベスターは大豆，小豆.金持に使用できるものである

ただしマメの収穫作業は近隣の農家に委託している

V -5 ):1lI作 4 品 I~I 十加工販売 (E農家)

1 )経営耕地

経営耕地は 40haであり，栽培作物は，小麦 (16ha).馬鈴薯 (8ha).fliU菜 (8ha).大豆 (8ha)である(第

81玄1b). 2005年には，大豆を 5ha 小豆を 3ha栽培した.作物のローテーションは，馬鈴薯一小麦一

小麦-甜菜一大豆(または小豆)というように 小麦の 2年連作をとりいれた 5年 5作である

馬鈴薯は食mだけを栽培しており，そのi品種はトヨシロ，メークイーン， トカチコガネ，ヤサカで

ある.以前は種子mの馬鈴薯も栽培していたが 国の検査が入るなとごの手間がかかって他の農作業が

できないことや，今年のように天候が不服であると収入がままならないのでやめたという. また，経

営主個人の興味から，友人からもらった大豆のj京極や，小中学校に寄付ーするための糖楓などの樹木も

栽培している

2 )経営の変化

父親の世代(第二次-1企界大戦以前)には経営耕地が 45haあったが，農地解放により 40haまで減少

した.経営主は，父親が病死したことから.1972年 19歳の11寺にj是家を継いだ 1960 年~ 1970年には，

第 2次世界大戦後の開拓で、入植した新しい農家や分家などを中心に離農ブームがあった.現在の大規

模土III作農家は，そのような離農者の土地を購入したり，土地を交換して規模拡大したもの多い. しか

し，このj是家は父親が平く亡くなったこともあり，居間のj芸家との札機のなかで，土地交換などが良

い条件で行うことができず 規模拡大がで、きなかった.

農業を継いで，小麦を 15ha栽培するようになると，周囲の農家と団体申告をするようになった

これは，栽培した面積を基準に税金を引かれるものだった.かつて村のなかには序列のようなものが

あり，父親が早く死んだためか，資金制度の版番は遅く，税金の申告は最初だったという.その後.1日

本でやっていくには会社組織で、なければ駄目であるJ.1 J農家は労働報酬をとらなければならないJ.I村

組織では話が通らないjと考えて 農業簿記を偲人で勉強して青色申告に変更した 税申告や複式簿

記などの税金関係の処理は，札幌の税理士から学んだ.そして，税務署が入ったことが契機だったが，

1999年に法人化した 2005年も税務者が入ったが，すでに有限会社組織にしており，帳簿をきちん

とつけていたので，まったく問題はなかったという

200年 7月現在，甜菜の育i33ハウスにはトマトが栽培されている. トマトはジャガイモの出荷用は

コンテナを使用した液床栽培である.品種は中玉のレッドオレである. ピニルは年!二!コ張ったままにし

ている.育ï3~1ハウス]棟であり，規模は 4 11司x201習である

3 )労働力

家族労働力は，経営主 (53歳) 妻 (47t1，史上息子 (21歳)である 経営主の息子はカナダの語学

学校を卒業して 2005年に就農した 雇用労働力は • J.業業実習生 l人を 3か月間(のべ人数では 90EI) 
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受け容れている

4 )生産と販売

生産した小麦はすべてj龍協へ販売し 甜菜は農協を通して日本部菜製糖へ出荷する. 2005}支に収

穫した小豆は， 7割を静照県の和菓子屋 3J苫舗に販売し 3部を農協と業者に販売した. また， トカ

チコガネ以外の馬鈴薯は，東京大田市場の東一(といち)と宇都宮市場へ販売した 小麦は，平均し

てlOaあたり 10俵(約 600kg)の収量を得る.隣の農家ではlOaあたり 9俵以下であるなど，農家によっ

てlOaあたりの収量は 100kgほども異なる.今年 (2006年)の小麦は，天候不服で収穫時期は 1週

間ほど遅れているが， 11段の穏に 27~ 28の粒がついており， I会心のでき jであるという.また，

部f菜は， 2007年から保温施設を使わず，藍播きにする予定である.小麦の収穫は， 19件の農家で共

同で行う. ドイツ CLAAS社製の 3台のコンパインで， 270haの耕地で使用する.小麦のプランター

は201佳(けい)である.畝IrJ]が 30cmあるので 片側だけで 3mの;番種ができる

馬鈴薯のトカチコガネは， コロッケmの品種で、ある. 2005 J'~三にコロッケを 3 万個作り，仁iコ皇道の

釈などで販売した. 2006年は， 7月613と7日に江別市で開催される国産大豆サミット， 7月 13日

から 171::1に市広市で開催される第 31lilll翠際農機展で販売する予定である.これらのイベントで 2万

個のコロッケを販売したいという意向である.コロッケの製造は，札幌の共同経営者に外注している

販売価格は]偲の 150円である.経営主の似顔絵入りの「コロッケのぼり Jも作成した.このように

}~鈴薯を加工して販売すると，通常の出荷よりも 3~4 割ほど高く j坂売できるが，それにかかる時間，

例えば農薬使用を控えた分の手間などを差し引くと損であるという

また， 1996年からは， 1きら栽培した大豆を使用して，豆腐の製造・販売を行っている.当初Jは市

役所の戦員に販売したが，仁iコミで広がか現在では宅配が主流となった.豆j寓は，注文に合わせて

少量ずつ製造している.宅配H寺に次の湿の注文をもらい 月曜日と金曜日の週 2lill製造する 1日で

150丁ほどの豆腐を製造する.豆腐の販売は， I臨時雇月3している経営主の妹が担当している.冷や奴

が売れる夏に豆腐を多く販売するために，大豆はすべて販売せず、に，貯蔵している. また，大豆のう

ち40トンは，本州の豆腐屋に販売している これは，通販やデパートで販売される「ひたすら豆腐j

とう高級ブランドを製造する只管豆腐J~~~ であり， I大半111の舞Jという枝豆用の品種を出荷している

2006年は1::1照不足から，マメ類の収穫が 9~ 10日遅れる予定である.なお この農場がつくった製

品のパンフレットは全国商工会議所の機関誌「石垣Jに掲載されたが，掲載時にはその秘書室にサン

プルを送った.

この農家の経営主は， I販売に重点をおくためには，人を知る必要があるJという.彼は，様々な

人との出あいが大切にするために，札幌のアグリスクラムに出資している.これは倍々のj農家が出資

者であり，自分たちで売るという意j患の農家が集まった販売組織である また 農地の地力を診断す

る地力再生コンサルタント・リープス株式会社の社長とは，帯広畜産大学の研究室で、知り合った.そ

の他にも，広域的に経営栽培を展開するアグリビジネス企業や， レストランの社長など，農家にとど

まらず広い範囲で交友を保つようにしている

また，経営主は，同IJ益がでるのであれば，人に頼る必要があるJ，I自分にできないものは，金を
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払って人にやってもらう必要があるjという.例えば，このj走。家は農産物の出荷用のダンプカー (4

トン車以上のもの)を所有していない J是作物の出荷，とくに大豆の出荷には， 20トンのトレーラー

と運転手を-1:16万円で雇った方が効率的で、あるという. ダンプカーを 10年所有したとしても，車

検を入れると年IM'J100万円のコストがかかるのに 農産物の出椋だけでは年!日]5000kmも走らないの

で何f，駄で、ある この農家では， J1tJJ~ などの肥料を運搬するときも含めて， 1300トン以上の荷を運ぶ

ためにのべ 130台のダンプカーを雇った

5 )農業機械

このj芸家が所有する主な農業機械は， トラクターが 7台，スプレイヤー，小麦と大豆のプランター，

大豆と馬鈴薯のハーベスターがそれぞれ l台，およびマメの乾燥機である.このj是家では， ドイツ，

フランス，イギリス，アメリカなどから大型農業機械や，その付属品と部品を直輸入している 例え

ば，他人輸入のルノーのトラクター(145馬力)は，代理j苫を通せば 1000万円ほどの1ilIi格のところ，

800万円で購入した. トラクターなど， ヨー口ッパから輸入した農業機械の車il!11iは 1m75cmであるた

め，大豆と馬鈴薯のli玖111mは87CI11にしている.以前の農業機微はII'[jlIlliiJ{120cI11であったため， ii玖1M]I~高

は60cmとしていた.

国産車の利点は，椋々なオプションが着いていることにあるが，その耐久11寺!日]は 4000n寺111J程度

と短い，それによヒべて欧米製の農業機械は耐年が長く 例えば CLAAS社のトラクターであれば，

l 万時間運転しでも i宇古で販売できるという.主な外 I~I のトラクター製造企業には， Fendt， Massey 

Ferguson， John Deere， VALTRAなどがある. また， 1豆i産のビートプランターは 4km/1I寺である治宝， フラ

ンス製は 7km/ 11寺である

スプレイヤーはドイツ主4であり，アームを広Lずると 30mになる. タンクは 5000リットル，ポンプ

はイタリアの KIORlTZ製であり，アームのノズルはアメリカ製に交換した.アメリカ製の扇形のノ

ズル方が，散布11寺に農業が干渉しなくて良いという.以前のスプレイヤーは薬剤の散布量をバルブ

圧で調捺していたが，現在のスプレイヤーはオプションで購入した車連センサーによって， 10 aあ

たり 70~ 100 リットルのj罷薬を散布するように設定されている.小麦と馬鈴薯の除草には，チヨツ

ノfーという草刈り機を使用するようになった.10年ほど前にはトラクターにも車検が必要だったが

現在は 99ナンバーで登録できるため，車検が無くなり 維持費の負担が減少した. トラクターの税

金は年!日J1600 円ほどであり，保険は 7~8 千円ほどである

馬鈴薯のJ13し土機は， ドイツ製である.馬鈴薯のハーベスターは 41l庄である この個人!輸入した馬鈴

薯のポットハーベスターは，全国で 2台しかない もう一台は，茨城県鉾IlIIHJの畑作農家が使用して

いる.そのj是認ミとは，農業実習に行っていた恵子を通して知り合った.

U おわりに 一大規模畑作農業の維持基盤ー

本稿は，北海道十勝における農業を支える地域的基盤に注目して，大規模1.111作経営が存続する要i翠

を解明した 全国の 12%に上る耕地面積を有する H券では，麦類，工芸作物，馬鈴薯，野菜類，豆類，

飼料作物なととの栽培が盛んである. とくに小麦，甜菜，馬鈴薯，豆類はよIH作 4品自と呼ばれ，全作付
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部積の 9ilFJ以上を占め，農家あたりの販売金額も高い. しかし，大規模畑作経営が今後も維持されて

いくためには，いくつかの課題も存在する とくに，農業就業人口の減少や高齢化なと¥農家の人口

動態に関連する問題が大きいといえる

I~丹羽'JI時から現在までの):1lI作農業の展開をみると，主要なよりi作物は i時代とともに変化してきた. とく

に，第 2次 i止界大戦以前にマメ類を世界市場へi1iiIiil:Uしていたことや， III内でもいち早く農業機械を輸

入するなど，経営者としての炭ー家のセンスが，長し王1I寺II¥'Jをかけて培われてきたことが伺える. とくに

1960年代から 1970年代にかけての高度経済成長期には離農ブームが訪れたが，その11寺にこの地j或に

残ったf史家は， i1-11tJ誌したj是家の耕地を購入したり，大型の農業機械を導入することによってj史地の規

模拡大を達成できた

こ!:j虫干IJnJをみると 300間道路により約 5501111m方のメッシュに包切られた大きな土地生刊誌は，ブζ

型機械による ~~Iイ乍に適している また，カラマツや I~I織の防風林は，春先の季節風による飛土を!坊，1二

することが本来の機能であるが，景観上の大きな特徴となっている J.是場の看板とともに，外部から

訪れる人に対して十)J紛:111作地帯の好イメージを与える景観要素である- IりijJ武林は，農業機械の大型化

により減少したが， より厳密な耕作環境を必要とする種子用馬鈴薯の栽培などで再び槌林されている

j訪問Jもある

3月から 11月までつづく知的::4 III~II I~I の栽培暦をみると，使用する農業機械の種類によって，栽培

品種や栽培方法に差が出てくることが分かる.小麦のように大型コンパインの集部利用など合翌日化が

最も進んだ経営が小麦で、あり，ホーを;:I=Jし3た除草などの手作業が残っているのがマメ類である. また，

各作物の生産貨をみると，農薬やj長業:機械などの費)，I'Jにより，大規模よ111作経営の収益性は 4割程度に

とどまる. より効率的な):111作経営を実現するためには J民地流動を促進する農業政策を含めて，地域

全体のj支局どの実態を把揺する必要があると考えられる

先進 i切な大規模):111作農家の経営実態からは，借地による JJ~1奨拡大.小麦の専作的栽培と自家乾燥，

炭作物の産売や力IJ工販売， 1室i芸作物の導入なと¥基本的な):Ill作 +α(プラスアルファ)の経営がみら

れた. これらの民家の事例は，経営に対ーする興味と意欲を持ち，広い範ITIIから情報を収集しており，

今後のト勝農業発展のモデルとなるものである.いずれのj実家で、も，経営耕地問積や農業労働力など

の内的安l玉!と販売iilli絡や新しい資材の開発などの外的要因を考慮して，厳密な経営プランを立てて

いる 例えば，これから施行される，W， I~I 横断的経営安定対策で、も.大規模畑作経営の場合，販売住Ji格

に対する補償の金額だけで、なく.支払いの時期までも大きな問題になるのである.また，今後の農業

経営の継続について， tl:l父母や両親などの世代から長年農業をつづけてきたという家族ヒストリーも，

現在・将来の経営者が誇りを持ちながらj長業をつづける動機になっている

現地調査に際しては.帝広TnI実務部JlIT国農業協同組合、医i土交通省北海道開発J号、 !-IJ存支r'f産業振興部、 ):11I

作成家の皆様のお i出12になりました 記して詰Il干しを 11]し上げます

この報告mの作成には{大の 2つのliJf究助成金を伎JFJしました (1)平成 16-17・18年度科学研究費補助金 r1:1 

本農業の担し、ずーからみた民業維持システムの地域l]îj)!í~I'j<J liJl究j (悲flif:!iJI究 (8) (2)課題番号 16300291)研究代表

111林 iり1(筑波大学大学院生命環境科学研究科教授)_ (2)平成 18年度筑波大学生命環境科学プロジェクト研究 f首
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都圏外縁部における土地利用変化にi期する文化層!字学的研究j(研究助成 (8))研究代表 仁平尊明(筑波大学大

学院生命環境科学研究科講師)

1 )ここでは，十勝支庁に含まれる TliIIlTi';J・を十勝と

する.一十勝支)'j"の市 IIIT村は， 2000年世界j農林業セ

ンサスが集計された時点において， 20の市IIITi;;Jーか

らなる.すなわち市広TI:i， 音更IIff，士IIIAlln-，J二

士幌11日¥鹿追IIIT，新得IIIT，清水IIIT，芽室IIIJ，仁iニI~;し

内村，吏7JI]村，忠類村，大樹 IHT，広尾IIIT，幕日IJIIff， 

池田IIfj'，豊頃IIIT，本7JI]IIfr.足寄IIIT，1珪別IIIJ，iml幌

IIITである なお，忠類村ーは， 2006 il三 2 丹に幕 ~ljll汀

に編入合併された

2) 山本 .111林(1980) のj民業地j或j玄分によれば，

北海道においてi定業・畜産が広い面積で展開する

j也i或は，次の 5つに大きく分けることができる

天野哲郎・八谷 (j1i1) (2002):十勝地域における JI1I

作方式の展開と野菜作の機械化.農業技術 57

385伊390

;;背広市 (2003): r市広Tli史 平成 15il三編j;許広Tli

市広干li)11凶農業協同組合 (2006):r農協要覧j;;背広市

川西農業協同組合

帯広市議会事務局編 (2005):r若広のあらまし 平成

17年度版j;市広市議会事務局

部:広rli史編纂委員会(1964):rJII西村村史j帯広市役

所

加Wii良明(1989) 小麦の収穫・乾燥システムの構造

分析. 1:1本の農業 172，1-112 

)11 Tm村役場(1956):rJIII田村要覧j)11西村役場

久保 栄(1949):r火山灰地久保栄選集 3j Iや央公論

お:

近藤 巧・志賀永一・森i司裕幸 (2000): GISによる

農地利用の分析一北海道十勝畑作地帯の個別経営

を対象としてー.農業経営研究 38(2)， 55-58. 

斎藤 J:)) .仁王子尊 lij~ ・二村太郎 (2001) :カンザス州

におけるグレインエレベーターの地域的展開と垂

直的統合.地主!l学評論 74A，661-684 

定本正芳・平井正午 (1991)十勝平野の普通JIlI作農業

一般教育部論苑 3，13-31 

徳!王11専美(1997):大規模畑作地;品工における家族農業

経営の存立構造ー農業経営研究 34(4)，12-22 

注

すなわち， (1)普通JIII作空間， (2)酪農空間， (3) 

稲作卓越農村空11，11，(4) 混合農業空IM'j，(6) 11車種

D認可養空間である.普通Jlll作空間は，十勝、網走、

岩内がi'l'I当し大規模なよ111作経営が行われている

酪農空間は，宗谷，郵11路，根室，留i:Wの北部など

の道北から道東にかけての)1山、地域と石狩産地西

麓に分布する 稲作卓越農村空間は，石狩平野と

上)11盆地が相当し，また， JITl作と醗j長による混合

農業空間は，紋日IJと千'MiVJが相当する.後者は，大

:JJi1築士llJ作または水揺作が卓J挫する地j或と踏農地j或

との遷移地帯となっている. また， 11互種p~ (競走馬)

鰐養空 Ij~] には， 日高と JJE!i震が相当する
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Regional bases carrying the upland farming of Tokachiう Hokkaido

Takaaki NIHEI 

Focusing on the case of Obihiro City， this study examines the regional bases that curry the large scale upland 

farming of Tokachi pJain. Tokachi hoJds 12% of the whoJe upJand fieJd in Japan， and is known for a great 

amount 01" production in wheat， sugar beets， white potatoes and beans. The size of arabJe land per farm exceeds 

30ha， more than 16 times Jager than the average of Japan， however， there are subjects for the 1"uture management 

01" 1"arming especiaJJy in terms of popuJation dynamics of farm Jabor. Besides the management 01' conventional 

agricuJture with the combination 01' the four crops， advanced management for sustainable development in large 

scaJe 1"arming was con白rmedas foJJows; (1) scaJe enJargement of arabJe Jand by Jand lease， (2) speciaJization 

in wheat procluction with self工owneclCI巾 ngfacility， (3) process of agricultu凶 productsancl parcel sales by 

farm 

Key worcls: large scale uplancl farming， sustainable bases， Tokachi plainぅ ObihiroCity 


	0144
	0145
	0146
	0147
	0148
	0149
	0150
	0151
	0152
	0153
	0154
	0155
	0156
	0157
	0158
	0159
	0160
	0161
	0162
	0163
	0164
	0165
	0166
	0167
	0168
	0169
	0170
	0171
	0172
	0173
	0174
	0175
	0176
	0177
	0178
	0179

